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1 策定の背景・目的 

本市では、人口減少や少子高齢化などの社会的課題を踏まえ、平成 31 年 3 月に「宇城市

地域公共交通網形成計画」を策定しました。この計画では、持続可能な地域公共交通体系の

構築を目指し、路線バスや乗合タクシーなどの利便性向上および運行効率化に取り組んでき

ました。 

 

しかし、計画策定から 5 年が経過し、地域公共交通を取り巻く状況は大きく変化していま

す。具体的には、人口減少に伴う利用者数の減少や収支構造の悪化、運転手不足といった供

給面の課題が顕在化しています。さらに、新型コロナウイルス感染症の拡大を契機とした

人々の行動様式の変化、AI 技術の活用やライドシェアなどの新たな移動サービスの普及が

進み、地域公共交通に求められる役割が多様化しています。 

 

これらに対応するため、本市では自動運転技術を活用した実証運行を実施し、将来的な導

入を視野に入れた検討を進めています。このような急速な環境変化に適応し、持続可能な地

域公共交通サービスを将来にわたって確保するためには、新たな計画の策定が必要不可欠で

す。   

本市では、地域特性や市民の移動実態、公共交通の利用状況やニーズを総合的に分析し、

地域の実情に応じた公共交通の在り方を示す「宇城市地域公共交通計画」を策定します。こ

の計画を通じて、地域の特性に即した効率的な公共交通体系の実現を目指します。 

 

 

２ 計画期間 

計画期間は、令和 7 年度（2025 年度）から令和 11 年度（2029 年度）までの 5 年間

とします。 

なお、計画期間内においても、必要に応じて見直し・修正を行います。 

 

  

計画の概要 1 
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３ 計画区域 

計画区域は宇城市全域とします。 

 

 
 

４ 計画の位置づけ 

本計画は、「宇城市総合計画」を上位計画とし、「宇城市都市計画マスタープラン」や「宇

城市立地適正化計画」等の関連計画と整合を図りながら、宇城市として目指すべき地域公共

交通体系を実現するために定めるものです。 

 

 

  

宇城市 

宇土市 

上天草市 

八代市 

氷川町 

熊本市 

甲佐町 

美里町 

宇城市総合計画（令和 7 年度～令和 14 年度） 

宇城市地域公共交通計画 

（令和 7 年度～令和 11 年度） 

宇城市都市計画マスタープラン 
（令和 2 年度～令和 22 年度） 

宇城市立地適正化計画 
（令和 2 年度～令和 22 年度） 

関連計画 

…
 

熊本県地域公共交通計画 
（令和 3 年度～令和 7 年度） 

熊本地域公共交通計画 

宇土市地域公共交通計画 

上天草市地域公共交通計画 

整合・
連携 

整合・連携 

即す 

整合・
連携 
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１ 地域特性 

１ 市全体の人口等の推移 

市全体の人口は、減少傾向にあり、平成７年から令和２年までの 25 年間で 11％減少し

ており、熊本県全体（7％減少）に比べて減少率が大きい状況です。 

一方、高齢化率（65 歳以上の人口割合）は令和 2 年に約 35%になり、25 年間で 15 ポ

イントも上昇している状況で、こちらも県全体を上回って高齢化が進んでいます。 

この傾向は、将来的にさらに進行する予測となっており、令和 12 年にはこれまで増加し

ていた 65 歳以上の高齢者人口も減少に転じ、人口減少がさらに進行する見込みです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲宇城市の人口及び高齢化率の推移 

 

 

 

 

  

宇城市の現状 2 

出典：国勢調査 

   国立社会保障・人口問題研究所 日本の地域別将来推計人口 

（令和 5 年(2023 年)推計） 
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２ 地区別の人口特性 

1) 地区別人口 

令和 2 年の市内の５地区の人口は、松橋町が約 26,000 人で最も多く、近年はほぼ横ば

いで推移しています。 

一方、他の４地区は年々減少しており、特に三角町と豊野町では人口減少が著しく、平成

７年からの人口伸び率が三角町では 0.60、豊野町では 0.73 となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲地区別人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲地区別の人口伸び率の推移 

 

  

出典：国勢調査 
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2) 地区別高齢化率 

市内の５地区の高齢者人口は、年々増加傾向にありますが、三角町では令和２年に高齢者

人口が減少しています。 

高齢化率は、５地区とも年々上昇傾向にあり、最も低い松橋町は約 30％となり、最も高

い三角町では約 48％と人口の約半分が高齢者となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲地区別の高齢者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲地区別の高齢化率の推移 

 

  

出典：国勢調査 



 

 
6 

３ 人口分布等の特性 

人口の分布は、松橋町の市街地部に人口が集中しており、その他は小川町の駅周辺に人口

集積しています。バス路線のある幹線道路周辺は人口が薄く広がっている状況です。 

また、三角町や不知火町の沿岸部や山間部、豊野町や小川町の山間部に人口が点在してい

ます。これらの地域においては、市街地や鉄道沿線と比較して高齢化率が高い状況にありま

す。 

 

 

【人口分布】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【高齢化率の分布】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲人口及び高齢化率の分布 

 

  

三角町 

不知火町 豊野町 松橋町 

小川町 

三角町 

不知火町 豊野町 松橋町 

小川町 

出典：令和２年国勢調査（250m メッシュ） 
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４ 通勤・通学流動状況 

1) 通勤流動 

令和 2 年の 15 歳以上の市内

居 住 者 の 通 勤 先 は 、 市 内 が

61.5％を占めています。 

市外への通勤先で、最も多い

のは熊本市（16.9％）で、次い

で宇土市（7.3％）、八代市（5.2％）

の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

2) 通学流動 

令和 2 年の 15 歳以上の市内

居 住 者 の 通 学 先 は 、 市 内 が

30.2％と低く、半数近くが熊本

市（44.4％）へ通学しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

                              ▲通勤・通学流動図             

  

【通学流動】 

出典：令和２年国勢調査 

【通勤流動】 
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～5日

39.9%

6～10日

35.2%

11日～15日

8.8%

16日～20日

9.7%

21日～25日

2.9%

26日以上

3.5%

N=1129※無回答除く

５ 買い物状況 

1) 買い物の移動手段 

買い物の移動手段としては、約 80%が「自動車（自分で運転）」、約 10％が「自動車（他

の人が運転）」となり、大部分が自動車で移動しています。 

公共交通（バス、市電（路面電車）、鉄道（JR、電鉄））の割合は、２％未満であり、公共

交通はほとんど利用されていない状況です。 

 

▲買い物の移動手段 

     

※付帯調査対象者のうち、宇城市内の居住者を抽出（N=1,316） 

調査票では買い物の主な目的地を 2 箇所とそれに対応する移動手段を回答 

  移動手段①：買い物の主な目的地の 1 つ目の施設への移動手段 

移動手段②：買い物の主な目的地の 2 つ目の施設への移動手段 

 

2) 買い物の頻度 

月の買い物の回数として、5日

以下が最も多く 39.9%、続いて

6～１０日が 35.2％を占めてお

り、少ない回数でまとめて買い

物をする傾向が見られます。 

一方で、残りの 24.9%は月に

11 日以上、つまり 3 日に 1 回

以上の頻度で買い物をしている

状況です。 

                      ▲買い物の回数（1 ヶ月あたり） 

       

※付帯調査対象者のうち、宇城市内の居住者を

抽出（N=1,316） 

自動車

（自分で

運転）

自動車

（他の人

が運転）

バス 徒歩 自転車 バイク
市電（路

面電車）

鉄道

（JR、電

鉄）

タクシー その他

移動手段①（N=1,075） 79.1% 10.6% 0.5% 3.7% 3.2% 0.7% 0.2% 1.0% 0.7% 0.3%

移動手段②（N=721） 80.6% 10.4% 0.1% 3.5% 3.2% 1.0% 0.1% 0.6% 0.4% 0.1%

0%

20%

40%

60%

80%

100%
移動手段①（N=1,075） 移動手段②（N=721）

出典：令和５年度熊本都市圏パーソントリップ調査付帯調査 

出典：令和５年度熊本都市圏パーソントリップ調査付帯調査 

移動手段①（N=1,075） 79.1% 10.6% 0.5% 3.7% 3.2% 0.7% 0.2% 1.0% 0.7% 0.3%

移動手段②（N=721） 80.6% 10.4% 0.1% 3.5% 3.2% 1.0% 0.1% 0.6% 0.4% 0.1%
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ゆめマート松橋
199件

イオンモール宇城
189件

ドラッグストアコスモス
松橋店
112件

ゆめマート三角
97件

マルエイ 松橋店
56件

【宇城市外】
・イオンモール熊本 54件
・宇土シティモール 35件
・スーパーセンタートライアル 宇土店 36件

鮮ど市場
宇城店
52件

ドラッグストアコスモス
宇城店
51件

ミスターマックス
松橋店
45件

道の駅 うき
44件

フレッシュくまい
不知火店

41件

マルショク
松橋駅前店

50件

ドラッグストアモリ
松橋店
35件

ドラッグストアコスモス
曲野店
33件

ＨＩヒロセ
松橋店
23件

ホームセンターマツオカ
18件

スーパーセンタートライアル
宇城店
115件

ダイレックス
松橋店
115件

3) 買い物の目的地 

買い物の目的地としては、「ゆめマート松橋」199 件、「イオンモール宇城」189 件、「ス

ーパーセンタートライアル宇城店」115 件、「ドラックストアコスモス松橋店」112 件、

「ゆめマート三角」97 件の順となっています。 

松橋町を中心に、小川町や三角町も含めた宇城市内の施設への買い物が多い状況ではあり

ますが、一部市外への買い物も確認されました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲買い物の目的地 

 

※付帯調査対象者のうち、宇城市内の居住者を抽出（N=1,316） 

調査票では買い物の主な目的地を 2 箇所とそれに対応する移動手段を回答 

 目的地として、回答が多くあった上位 20 箇所を図示 

 

 

 

 

 

  

出典：令和５年度熊本都市圏パーソントリップ調査付帯調査 
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1～3日

91.3%

4～6日

5.9%

6～9日

0.6%

10～12日

0.8% 13日以上

1.4%

N=646※無回答除く

６ 通院状況 

1) 通院の移動手段 

通院の移動手段としては、約 70%が「自動車（自分で運転）」、約 15％が「自動車（他の

人が運転）」となり、大部分が自動車で移動しています。 

公共交通（バス、市電（路面電車）、鉄道（JR、電鉄））の割合は、２～3％程度であり、

公共交通はほとんど利用されていない状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

  ▲通院の移動手段 

     

※付帯調査対象者のうち、宇城市内の居住者を抽出（N=1,316） 

調査票では通院の主な目的地を 2 箇所とそれに対応する移動手段を回答 

  移動手段①：通院の主な目的地の 1 つ目の施設への移動手段 

移動手段②：通院の主な目的地の 2 つ目の施設への移動手段 

 

2) 通院の頻度 

１ヶ月あたりの通院回数とし

て、1～3 日が 91.3%と大多数

を占めています。 

 

 

 

 

 

                      ▲通院の頻度（1 ヶ月あたり） 

       

※付帯調査対象者のうち、宇城市内の居住者を

抽出（N=1,316） 

 

出典：令和５年度熊本都市圏パーソントリップ調査付帯調査 

出典：令和５年度熊本都市圏パーソントリップ調査付帯調査 

自動車

（自分で

運転）

自動車

（他の人

が運転）

バス 徒歩 自転車 バイク
市電（路

面電車）

鉄道

（JR、電

鉄）

タクシー その他

移動手段①（N=629） 71.2% 16.7% 1.4% 2.9% 2.9% 1.0% 0.0% 1.4% 2.2% 0.3%

移動手段②（N=226） 72.6% 15.9% 1.3% 2.2% 2.2% 0.9% 0.0% 0.9% 3.5% 0.4%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

移動手段①（N=629） 移動手段②（N=226）

移動手段①（N=629） 71.2% 16.7% 1.4% 2.9% 2.9% 1.0% 0.0% 1.4% 2.2% 0.3%

移動手段②（N=226） 72.6% 15.9% 1.3% 2.2% 2.2% 0.9% 0.0% 0.9% 3.5% 0.4%
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3) 通院の目的地 

通院の目的地としては、「松橋耳鼻咽喉科内科クリニック」37 件、「熊本南病院」34 件、

「まつばせ児嶋クリニック」29 件の順となっています。 

松橋町を中心に、小川町や三角町も含めた宇城市内の医療機関への通院が多い状況ではあ

りますが、一部熊本市や宇土市の市外への通院も確認されました。  

 

 

▲通院の目的地 

 

※付帯調査対象者のうち、宇城市内の居住者を抽出（N=1,316） 

調査票では通院の主な目的地を 2 箇所とそれに対応する移動手段を回答 

 目的地として、回答が多くあった上位 20 箇所を図示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

松橋耳鼻咽喉科内科
クリニック

37件

熊本南病院
34件

まつばせ児嶋クリニック
29件

宇城総合病院
24件

済生会みすみ病院
23件

宇城総合クリニック
20件

まつえクリニック
19件

中村内科医院
19件

うきクリニック
16件

【宇城市外】
・熊本大学病院 15件
・やまもと泌尿器科クリニック 14件
・にしくまもと病院 12件

安武眼科医院
15件

みすみクリニック
15件

小篠内科医院
13件

小川中央クリニック
13件

たかはしクリニック
13件

ダイヤモンドシティクリニック
12件

竹宮医院
11件

泉胃腸科外科医院
11件

出典：令和５年度熊本都市圏パーソントリップ調査付帯調査 
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2.2%

2.0%

2.4%

0.3%

2.0%

12.1%

0.5%

4.5%

20.6%

8.6%

7.2%

10.4%

0.9%

9.3%

35.4%

2.7%

21.6%

45.4%

9.4%

8.1%

10.8%

2.8%

13.5%

17.7%

5.6%

21.0%

4.1%

63.6%

61.3%

65.9%

71.3%

56.8%

21.3%

79.7%

44.6%

13.4%

15.3%

20.4%

9.7%

24.4%

16.9%

11.8%

11.0%

7.1%

13.4%

0.9%

0.9%

0.8%

0.4%

1.4%

1.7%

0.5%

1.2%

3.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=7,384

男性(N=3,802)

女性(N=3,485)

65～74歳(N=2,049)

75～84歳(N=1,397)

85歳以上(N=356)

65～74歳(N=2,200)

75～84歳(N=1,188)

85歳以上(N=97)

全
体

性
別

男
性

女
性

1年以内に返納するつもりである 2～3年以内に返納するつもりである

5年以内に返納するつもりである 返納するつもりはあるが、期間は5年以上先、または未定である

返納するつもりはない 無回答

全体

性別

男性

女性

73.9%

87.8%

62.7%

95.3%

87.9%

60.6%

85.6%

55.3%

11.6%

9.9%

8.2%

11.4%

2.4%

7.6%

30.8%

4.2%

15.5%

22.9%

14.1%

2.2%

23.6%

1.3%

2.6%

4.6%

9.1%

26.9%

59.6%

2.1%

1.7%

2.3%

1.0%

1.9%

3.9%

1.2%

2.3%

5.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=9,991

男性(N=4,328)

女性(N=5,556)

65～74歳(N=2,151)

75～84歳(N=1,590)

85歳以上(N=587)

65～74歳(N=2,571)

75～84歳(N=2,148)

85歳以上(N=837)

全
体

性
別

男
性

女
性

持っている 持っていたが、今は持っていない自主返納した もともと所持したことがない 無回答

全体

性別

男性

女性

７ 運転免許証保有状況 

65 歳以上の高齢者の運転免許証保有率は、73.9％で、男性より女性、及び年齢層が高い

ほど保有率が低くなっています。下記のグラフの全体では、免許を自主返納した割合は 10％

前後となっていますが、85 歳以上では 20～30％と高くなっています。 

また、運転免許証の返納意向は、65 歳以上の全体では、「返納するつもりはあるが、期間

は 5 年以上先、または未定である」が 63.6％と最も多く、次に「返納するつもりない」が

15.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲運転免許証の保有・返納状況 

 

【運転免許証の保有状況】 

【運転免許証の返納意向】 

出典：介護予防・日常生活圏域ニーズ調査（宇城市.R5） 
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２ 地域公共交通の現状 

１ 地域公共交通網 

1) 地域公共交通の運行状況 

本市の公共交通網は、JR（鹿児島本線・三角線）、路線バス、及び乗合タクシーから形成

されています。 

JR は、鹿児島本線の松橋駅、小川駅、三角線の石打ダム駅、波多浦駅、三角駅が立地し

ています。 

路線バスは、松橋産交と三角産交を中心に路線網が構築されています。なお、令和 4 年度

末を持って、三角産交ｰ大口線、三角産交ｰ小田良線、黒崎環状線は廃止となりました。 

乗合タクシーは、三角町、長崎地区、小野部田地区、海東地区で運行しています。三角町

では、令和 5 年 3 月まで戸馳地区のみの運行でしたが、上記の黒崎環状線の廃止に伴い東

港四区・東港五区・赤岩・黒崎・金桁のエリアに拡大しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲地域公共交通網の状況 

  ※令和6年時点 
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2) 地域公共交通の空白地 

「宇城市立地適正化計画」では、鉄道駅から 800ｍ圏外、またはバス停から 300m 圏外

を公共交通空白地域と定義しています。 

本計画では、鉄道駅から 800ｍ圏外かつバス停から 300m 圏外、さらには乗合タクシー

の運行エリア圏外を交通空白地として位置づけます。 

交通空白地には、約 22,000 人が居住している状況です。 

 

 
▲交通空白地の分布 

 

  

出典：令和 2 年国勢調査、国土数値情報、市資料 

※令和 6 年時点 
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２ 地域公共交通のサービス水準 

鉄道は、鹿児島本線（松橋駅、小川駅）が平日に 40 便/日程度、三角線（石打ダム駅、波

多浦駅、三角駅）が平日に 16 便/日程度運行しています。 

三角線では、土日祝日に特急「A 列車で行こう」が運行されています。 

路線バスは、快速あまくさ号を含めた天草市方面、宇土市方面、八代市方面の路線の本数

が市の路線では比較的多い状況です。 

また、令和 5 年 10 月に三角産交～さんぱーる、令和 6 年 4 月に三角産交～松橋産交、

三角産交～宇土駅では減便が行われました。 

 

▼鉄道・路線バスのサービス水準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【JRの運行本数】

上り
（熊本方面）

下り
（八代方面）

計
上り

（熊本方面）
下り

（八代方面）
計

松橋駅

小川駅

上り
（熊本方面）

下り
（三角方面）

計
上り

（熊本方面）
下り

（三角方面）
計

石打ダム駅

波多浦駅

三角駅 18※ 18※ 36

※特急「A列車で行こう」を2便含む

【路線バスの運行本数】

系統 平日 土曜日 日祝日 平日 土曜日 日祝日

快速あまくさ号 20 20 20 12 8 0

松橋産交～（鏡経由）
～八代産交

19 12 12 10 8 0

松橋産交～（宮原経由）
～八代産交

22 18 18 16 0 0

（熊本市内方面～）
宇土駅～松橋産交

52 41 36 16 12 12

宇土本町二丁目
～砥用中央

2 2 0 8 4 0

松橋駅～砥用中央 20 19 16 1 2 0

16 16 32
16 16

三角防災拠点センター
～さんぱーる

三角産交～さんぱーる

桜町バスターミナル～松橋駅

桜町バスターミナル～段鶴

土　日　祝　日　

32

平　日 土　日　祝　日　

平　日

45 43 88 45 43 88

系統

松橋産交～三角産交

三角産交～宇土駅

※令和 6 年時点 

出典：各交通事業者 HP 
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本市では、交通空白地の解消のため、4 地区で乗合タクシーを導入しており、各地区から

旧町の中心部まで運行しています。三角町では、令和 5 年 4 月から黒崎環状線の廃止に伴

い、運行エリアを拡大しました。 

乗合タクシーは、1 日 2～6 便の定時運行を行い、午前の便は前日、午後の便は前日もし

くは当日の午前までに予約する形態となっています。 

 

▼乗合タクシーのサービス水準 

対象 運行日 運行便数 運行ダイヤ 予約時間 利用料金 
三角町 月曜日 

～土曜日 
戸馳地区・東港四
区・東港五区・赤岩
区方面発 
⇒三角中心部着 

    平日 5便 
    土曜 2便 
 
黒崎区・金桁区方
面発 
⇒三角中心部着 

平日４便 
土曜 2便 

戸馳地区・東港四区・東港五
区・赤岩区方面発 
⇒三角中心部着 
（平日）8:00,9:30, 

11:00,13:00, 
15:00 

（土曜）9:00,13:00 
黒崎区・金桁区方面発 
⇒三角中心部着 
 (平日)8:30,10:00, 

13:30,15:30 
(土曜)9:30,13:30 

午前の便 
前日の 17:00
まで 

午後の便 
  当日の 12:00
まで 

  
 

戸馳地区 
⇔戸馳郵便局・佐藤医
院等︓200円 

 
東港四区・東港五区・ 
赤岩区・黒崎区 
⇔目的地︓200円 

 
田井浦地区・金桁区 
⇔目的地︓250円 

 
内潟地区、野崎地区 
⇔目的地︓300円 

 
本村地区・中河原地区 
⇔目的地︓350円 

 
片島地区 
⇔目的地︓400円 

三角中心部発 
⇒戸馳地区・東
港四区・東港
五区・赤岩区
方面着 
平日 6便 
土曜 2便 

三角中心部発 
⇒黒崎区・金桁
区方面着 
平日 4便 

     土曜２便 

三角中心部発 
⇒戸馳地区・東港四区・ 
東港五区・赤岩区方面   
着 

（平日）10:30,11:30, 
12:30,14:30, 
16:30,18:00  

（土曜）11:00,15:00 
三角中心部発 
⇒黒崎区・金桁区方面着 
（平日）10:30,11:30, 

15:00,17:00 
（土曜）11:30,15:30 

小川町 
海東地区 

月曜日 
～土曜日 

海東方面発 
⇒小川中心部着 

平日 5便 
土曜 2便 

海東方面発 
⇒小川中心部着 
（平日）8:00,9:00, 

11:00,13:00, 
15:00 

（土曜）9:00,13:00 

午前の便 
 前日の 14:00 

～17:00 
午後の便 
 前日の 14:00 

～17:00 
当日の 8:00 

～11:00 

表南小川、日岳町など 
⇔目的地︓200円 

 
野添、宮原、蓮仏など 
⇔目的地︓300円 

 
弦巻、田中、小園など 
⇔目的地︓400円 

小川中心部発 
⇒海東方面着 

平日 4便 
土曜 2便 

小川中心部発 
⇒海東方面着 
（平日）10:00,12:00, 

14:00,16:30, 
（土曜）11:00,15:00 
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対象 運行日 運行便数 運行ダイヤ 予約時間 利用料金 
不知火町 
長崎地区 

火曜日 
・木曜日 

長崎地区発 
⇒不知火・松橋
町中心部着 
平日 2便 

長崎地区発 
⇒不知火・松橋町中心部  
  着 

9:00,13:00 

午前の便 
 前日の 9:00 

～17:00 
午後の便 

前日の 9︓00 
～17:00 

当日の 8:00 
～11:00 

不知火町中心部 
⇔目的地︓200円 
松橋町中心部 
⇔目的地︓300円 

不知火・松橋町中
心部発 
⇒長崎地区着 

平日 2便 

不知火・松橋町中心部発 
⇒長崎地区着 

11:00,15:00 

小川町 
小野部田 
地区 

火曜日 
・金曜日 

小野部田地区発 
⇒小川中心部着 

平日 2便 

小野部田地区発 
⇒小川中心部着 

8:30,13:30 

午前の便 
前日の 14:00 

～17:00 
午後の便 
前日の 14:00 

～17:00 
当日の 8:00 

～11:00 

北部田、南部田地区 
⇔目的地︓200円 
北小野、中小野、 
南小野地区 
⇔目的地︓300円 小川中心部発 

⇒小野部田地区着 
平日 2便  

小川中心部発 
⇒小野部田地区着 

11:35,15:35 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：市資料 

※令和 6 年時点 
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1,764 

1,213 

404 

1,758 

1,207 

403 

1,736 

1,181 

396 

1,724 

1,163 

390 

1,340 

949 

252 

1,426 

965 

257 

1,504 

1,011 

298 

1,633 

1,083 

314 

0
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400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

松橋駅 小川駅 三角駅

乗
車
人
員
（
人
／
日
）

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

３ 地域公共交通の利用状況 

1) ＪＲ 

令和５年度のＪＲ乗車人員は、松橋駅約 1,600 人/日、小川駅約 1,100 人/日、三角駅

約 300 人/日となっており、コロナ禍の減少から回復傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ＪＲ駅の乗車人員の推移 

 

2) 路線バス 

路線バス輸送人員は、令和６年に 666 千人/年となっており、熊本地震前の平成 27 年値

（1,128 千人/年）と比較して 4 割減少しています。 

熊本地震やコロナ禍後に大幅に減少し、その後横ばい傾向となっていますが、長期的に見

ると地震前の減少傾向が継続した状況にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲路線バスの輸送人員の推移 

  

出典：駅別乗車人員上位 300 駅（JR 九州：2016～2023 年度） 

熊
本
地
震 

出典：事業者提供資料 
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3) 乗合タクシー 

乗合タクシーの利用者数は、三角、小野部田、海東の３地区では長期的に減少傾向にあり

ます。 

一方で、長崎地区では利用者数は少ないですが、令和元年度以降増加しています。 

１日当たりの利用者数では、各地区とも 10 人/日以下の利用であり、12 年間で海東地区

が７割減少、小野部田地区が６割減少しています。三角町は 8 人/日程度で定着して利用さ

れています。 

また、１便あたりの利用者数では、各地区とも約 1.2～1.6 人/便の利用となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出典：市資料 

▼乗合タクシーの利用者数の推移 

▼１日当たりの乗合タクシーの利用者数の推移 

▼１便当たりの乗合タクシーの利用者数の推移 
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４ 地域公共交通に係る財政負担状況 

1) 路線バス 

路線バスに対する欠損補助額（国からの特別地方交付税措置あり）は、年々増加し、令和

6 年度は 128,785 千円となっており、平成 23 年度と比較して約 1.7 倍、約 54,000 千

円の増加となっています。コロナ禍での行動抑制の影響により、令和３年度に急増していま

す。 

要因としてコロナ禍も含めた利用者数の減少だけでなく、燃料費の高騰、人件費の上昇な

ども影響しています。 

また、系統別では、松橋産交～三角産交間が約 45,000 千円/年と全体の 35％を占めて、

他の系統より突出しています。その他、松橋～八代間や松橋駅前～砥用中央間の系統が高く

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲路線バスの対する欠損補助額の推移（前年 10 月～当年 9 月までを計上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲系統別の補助額（R5.10～R6.9：宇城市補助額分） 

出典：市資料 
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損
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／
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2) 乗合タクシー 

乗合タクシーに対する補助金額は、小野部田地区と海東地区では減少傾向、三角町や長崎

地区では横ばいから増加傾向となっています。 

利用者 1 回あたりの補助金額で見ると、4 地区とも概ね 1,000 円/回相当であり、近年

上昇傾向にあります。 

また、運賃収入率（運賃収入/経費×100）は、長崎地区を除く 3 地区で低下傾向にあり、

近年は 20～25％前後となっています。 

長崎地区は上昇傾向にありましたが、令和 5 年度に減少し約 27%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出典：市資料 

▼乗合タクシーの利用者１回当たり補助金額の推移 

▼乗合タクシーの補助金額の推移 

▼乗合タクシーの運賃収入率の推移 
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５ 一般タクシーの状況 

本市では市内のタクシー事業者は、6 社となっています。各事業者の運転手の平均年齢は

60～70 代と高齢化が進行しています。（令和 6 年 9 月のヒアリング調査結果より） 

有限会社 三角タクシー 有限会社 小川タクシー 有限会社 湊タクシー 

有限会社 おがたタクシー 有限会社 松橋タクシー 有限会社 おゝ村タクシー 

６ スクールバスの運行状況 

本市では小中学生の通学手段として、三角町、不知火町、豊野

町の計 6 校（三角小、青海小、三角中、不知火小、不知火中、豊

野小）でスクールバスを運行しています。 

三角小学校は 4 路線（定員計 152 名）の運行に 103 名、青

海小学校は 1 路線（定員 45 名）の運行に 31 名、三角中学校

は 3 路線（定員計 72 名）の運行に 39 名が利用しています。 

不知火小学校は２路線（定員 74 名）の運行に 31 名、不知火

中学校は 1 路線（定員 29 人）の運行に 15 名が利用し、豊野

小学校は 1 路線（定員 15 名）の運行に 6 名が利用しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不知火小① 

不知火小② 

不知火中 

文 豊野小

上上郷

上安見

保育所前 下
安
見

豊野小 

三角小 

青海小 

三角中 
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▼スクールバスの運行概要 

 
 

 

 

 

 

 

学校名 路線名 登校便 下校便 定員・利用者数

小田良線 －
開校日
（月～金）

１便 ２便

平日
開校日
（火・木・金）

３便

部活動休日
開校日
（月・水）

２便

平日
開校日
（火・木・金）

３便

部活動休日
開校日
（月・水）

２便

平日
開校日
（火・木・金）

３便

部活動休日
開校日
（月・水）

２便

青海小学校 大口線 －
開校日
（月～金）

１便 ２便

〔車両〕
　　中型バス：１
〔定員〕　 45名
〔利用者〕 31名

平日
開校日
（月・火・木・金）

２便

部活動休日
開校日
（水）

１便

平日
開校日
（月・火・木・金）

２便

部活動休日
開校日
（水）

１便

平日
開校日
（月・火・木・金）

２便

部活動休日
開校日
（水）

１便

路線１ －
開校日
（月～金）

１便 ２便

路線２ －
開校日
（月～金）

１便 ２便

開校日
（月・火・木・金）

３便

開校日
（水）

１便

開校日
（月・火・木・金）

２便

開校日
（水）

１便

豊野小学校 － －
開校日
（月～金）

１便 ２便

〔車両〕
　　ワゴン車：１
〔定員〕 　15名
〔利用者〕  6名

※土曜日及び春季・夏季・冬季休業期間の運行分は除外

※利用者数はR6.4時点

〔車両〕
　　ワゴン車：１
　　中型バス：３
〔定員〕　 152名
〔利用者〕 103名

１便

１便

１便

１便

運行日

黒崎線

野崎線

片島線

三角小学校

矢崎線

〔車両〕
　　ワゴン車：１
　　マイクロ：２
〔定員〕 　72名
〔利用者〕 39名

三角中学校

4～10月
　3月

11～2月

不知火中学校 －

〔車両〕
　　マイクロ：１
〔定員〕 　29名
〔利用者〕 15名

１便

不知火小学校

　〔車両〕
　　マイクロ：１
　　中型バス：１
　〔定員〕 　74名
　〔利用者〕 31名

１便

１便

小田良線

大口線

出典：市資料 
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1 アンケート調査 

１ アンケート調査概要 

宇城市の公共交通の実態を把握するために、各種アンケート調査を実施しました。 

調査の概要は以下の通りとなっています。 

 

調査名 実施時期 実施方法 有効サンプル数 

市民アンケート調査 令和 6 年 9 月～10 月 WEB 調査 367 票 

駅・バス停利用者 

アンケート調査 
令和 6 年 9 月 

聞き取り 

調査 

駅 348 票 

バス停 81 票 

乗合タクシー利用者 

アンケート調査 
令和 6 年 9 月～10 月 

車内に調査

票を設置 
33 票 

商業施設利用者 

アンケート調査 
令和 6 年 9 月 

聞き取り 

調査 
404 票 

企業・事業所への通勤等に 

関するアンケート調査 
令和 6 年 9 月～10 月 WEB 調査 

代表者 11 票、 

従業員 39 票 

学生への通学等に 

関するアンケート調査 
令和 6 年 9 月～10 月 WEB 調査 

高校生 661 票、 

支援学校 2 票 

民生委員への地区の生活交通

に関するアンケート調査 
令和 6 年 9 月～10 月 

調査票を 

配布 
119 票 

 

 

 

 

 

 

  

地域公共交通の実態・ニーズの把握 3 
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64.3%

46.0%

29.2%

35.1%

18.0%

27.0%

12.3%

22.9%

10.4%

6.8%

4.4%

3.5%

0% 20% 40% 60% 80%

運行本数

運行ルート（経由地）

運賃

各公共交通の乗り継ぎ

乗合タクシー乗降・バス停位置

バス停・駅の待ち合い環境

遅延情報等の情報提供

バス停・駅の利用環境（駐輪…

乗合タクシーの運行曜日・時間

乗合タクシーの予約時間

その他

特になし N=367

２ 市民アンケート調査 

・約 7 割が公共交通を利用しないとの回答がありました。 

・公共交通への改善要望としては、運行本数が最も多く、運行ルート、各公共交通の 

 乗り継ぎと続きます。 

・公共交通への満足度としては、半数以上がやや不満、不満と回答しています。 

 

  

▲回答者の居住地 ▲市内居住者の住所 

 

 
▲日常生活で利用する公共交通 

〔複数回答〕 

▲日常生活で公共交通を利用する頻度 

※公共交通を利用する人のみ対象 

 

 

▲公共交通を利用するにあたっての改善点 

〔複数回答〕 
▲公共交通の満足度 
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３ 駅・バス停利用者アンケート調査 

・学生の割合が高く、通学に多く利用されている状況です。 

・改善要望としては、運行本数が最も多く挙げられました。 

 

  

▲回答者の居住地（鉄道駅利用者） ▲回答者の居住地（バス停利用者） 

  

▲回答者の職業（鉄道駅利用者） ▲回答者の職業（バス停利用者） 

  

▲鉄道を利用するための改善点 

〔複数回答〕 

▲路線バスを利用するための改善点 

〔複数回答〕 

宇城市内

65.4%

宇城市外

34.6%

N=81

会社員・

会社役員

18.7%

自営業

3.2%

公務員

2.9%

専業主

夫・主婦

2.0%

パート・

アルバイ

ト 5.2%

学生

61.5%

無職

6.6%

N=348

会社員・

会社役員

25.9% 自営業

4.9%

公務員

2.5%

専業主夫・

主婦

4.9%

パート・アルバイト 6.2%

学生

35.8%

無職

19.8%

N=81

48.9%

3.2%

8.3%

8.9%

3.2%

10.9%

39.1%

20.1%

0% 20% 40% 60% 80%

運行本数

運賃

各公共交通の乗り継ぎ

駅の待ち合い環境

遅延情報等の情報提供

駅の利用環境

（駐輪場の設置など)

その他

特になし N=348

64.2%

6.2%

8.6%

13.6%

1.2%

7.4%

22.2%

7.4%

63.0%

4.9%

0% 20% 40% 60% 80%

運行本数

運行ルート（経由地)

運賃

各公共交通の乗り継ぎ

バス停位置

バス停の待ち合い環境

遅延情報等の情報提供

バス停の利用環境

（駐輪場の設置など)

その他

特になし N=81

宇城市内

56.9%

宇城市外

43.1%

無回答

0.0%

N=348
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21.2%

27.3%

30.3%

45.5%

3.0%

6.1%

21.2%

0.0%

9.1%

18.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乗降場所

運行曜日

運行時間帯

運行本数

運賃

予約方法

予約時間帯

他の公共交通との乗り継ぎ

その他

無回答 N=33

４ 乗合タクシー利用者アンケート調査 

・60 歳以上が利用しており、特に高齢者のみの世帯の方の利用が多い傾向にあります。 

・主に買い物、通院での利用が多く、運行本数の増便に対する要望が強い傾向にあります。 

 

 

  

▲回答者の居住地 ▲回答者の年代 

 

 

▲回答者の家族構成 

 

▲乗合タクシーを利用する際の主な目的 

〔複数回答〕 

▲乗合タクシーを利用するにあたっての 

改善項目〔複数回答〕 

 

三角町

27.3%

不知火町

6.1%

小川町

66.7%

N=33

60代

12.1%

70代

21.2%

80代

42.4%

90代

9.1%

無回答

15.2%

N=33

ひとり暮

らし

45.5%

夫婦のみ

12.1%

親もしく

は子供と

の二世代

27.3%

親と子供と

孫の三世代

6.1%

兄弟・姉妹 6.1% 無回答 3.0%

N=33

54.5%

75.8%

6.1%

3.0%

3.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

買い物

通院

趣味・習い事

親戚や友人宅の訪問

その他
N=33
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43.8%

16.6%

14.6%

11.9%

9.4%

5.2%

2.0%

2.7%

6.7%

1.2%

11.4%

30.7%

0% 20% 40% 60%

運行本数

運行ルート（経由地)

運賃

各公共交通の乗り継ぎ

乗合タクシー乗降・バス停位置

バス停・駅の待ち合い環境

遅延情報等の情報提供

バス停・駅の利用環境（駐輪場

の設置など）

乗合タクシーの運行曜日・時間

乗合タクシーの予約時間

その他

特になし

N=404

５ 商業施設利用者アンケート調査 

・多くの方が車で来訪しており、日常的に公共交通を利用 

している方は少ない状況です。 

 

  

▲回答者の居住地 ▲回答者の年代 

 

 

▲商業施設への来訪手段〔複数回答〕 

 

▲公共交通を利用しない理由 

〔複数回答〕 

▲公共交通を利用するための改善点 

〔複数回答〕 

宇城市内

77.2%

宇城市外

22.5%

無回答

0.2%

N=404

10代 0.2% 20代 1.2%

30代 4.5%

40代

9.2%

50代

15.6%

60代

21.8%

70代

32.7%

80代

13.6%

90代 0.7%

無回答 0.5%

N=404

5.0%

5.9%

1.5%

75.2%

8.9%

0.2%

2.7%

0.5%

1.0%

1.2%

0.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

徒歩のみ

自転車

バイク

車（自分で運転)

車（家族・知人の送迎)

鉄道

路線バス

乗合タクシー

タクシー

無料コミュニティバス

その他 N=404

2.5%

61.6%

7.4%

3.2%

8.4%

5.7%

3.7%

7.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乗車時間が長い

自動車が楽

自宅と駅・バス停

が遠い

目的地と駅・バス

停が遠い

運行本数が少ない

利用したい時間帯

に運行してない

運賃が高い

その他 N=404
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６ 企業・事業所への通勤等に関するアンケート調査 

・アンケート調査に協力いただいた宇城市内の企業・事業所では、送迎サービスが実施さ

れていない状況です。 

・通勤手段は、自家用車が多数を占めますが、路線バスや JR で通勤する方も一部いる状

況です。 

 

▲送迎サービスの実施状況 

  

▲回答者の居住地 ▲通勤時の移動手段〔複数回答〕 

 
 

▲通勤で公共交通を利用しない理由 ▲公共交通での通勤可能性 

  

実施していない

100.0%

N=11

宇城市内

43.6%宇城市外

56.4%

N=39

82.1%

10.3%

5.1%

10.3%

5.1%

15.4%

17.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自家用車

バイク

路線バス

JR

車で送迎

自転車

徒歩 N=39

家が近く、

利用の必要

がない

31.4%
自家用車や

バイクの方

が楽だから

62.9%

通勤時に家

族を送迎す

る必要があ

るから

2.9%

その他 2.9%

N=35

可能な日は公共交通

で通勤する 9.1%

サービス次第で

利用する 9.1%

通勤方法は

変わらない

77.3%

その他 4.5%

N=22

※企業・事業者の代表者への 
アンケート調査 

※以下、企業・事業者の従業員への 
アンケート調査 
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７ 学生への通学等に関するアンケート調査 

・宇土高校と松橋高校は、3～4 割が公共交通で通学しています。 

・小川工業高校は小川駅にも近いことが影響し、約 6 割が JR で通学しています。 

・支援学校では、公共交通を利用して通学している生徒は少ない状況にありま      

す。 

 

  

▲回答者の学校 ▲通学手段（宇土高校） 

  

▲通学手段（松橋高校） ▲通学手段（小川工業高校） 

 

▲通学方法（松橋支援学校） 

 

  

小川工業高校

60.4%

宇土高校

20.4%

松橋高等

学校

19.2%

N=661

3.9%

26.0%

0.8%

7.1%

3.9%

6.3%

26.0%

26.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

徒歩のみ

自転車のみ

バイクのみ

車で送迎のみ

路線バスとJR両方含む

路線バスを含む

JRを含む

上記以外

N=127

2.3%

19.0%

2.5%

2.8%

1.3%

1.5%

59.9%

10.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

徒歩のみ

自転車のみ

バイクのみ

車で送迎のみ

路線バスとJR両方含む

路線バスを含む

JRを含む

上記以外

N=399

公共交通

10.0%

保護者の送迎

90.0%

N=34

※支援学校への 
アンケート調査 



 

 
31 

８ 民生委員への地区の生活交通に関するアンケート調査 

・多くの地区には、移動手段がなく困っている高齢世帯が居住している状況にあります。 

・移動手段がない方はタクシーや親族・知人の送迎で移動している状況にあります。 

 

▲地区の中で移動手段がなく困っている高齢者世帯の居住状況 

 

▲移動で困っている高齢者世帯の移動手段 

 

▲移動で困っている高齢者世帯に関する問題点・要望・意見 

移動手段がなく、困っている

高齢者世帯が居住している

77.3%

居住してい

ない

4.2%

不明

18.5%

N=119

1

16

9

1

45

4

13

37

35

18

1

0 10 20 30 40 50

自分で運転

徒歩・自転車

バス

JR

タクシー

乗合タクシー

福祉施設・病院の送迎バス

親族・知人の車で送迎

親族・知人に依頼

その他

不明 N=119
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２ ヒアリング調査 

１ ヒアリング調査概要 

下記表の市内を運行する交通事業者、及び商業・医療施設にヒアリング調査を実施しまし

た。 

また、公共交通との連携可能性を把握するため、市関係部署に対してもヒアリング調査を

実施しました。 

 

項目 内容 

調査対象 

■路線バス事業者 
 九州産交バス（株）、産交バス（株）、熊本バス（株） 
■タクシー事業者 
 （有）三角タクシー、（有）おがたタクシー、（有）小川タクシー、 

（有）松橋タクシー、（有）湊タクシー、（有）おゝ村タクシー 
■商業施設 
 イオンモール宇城、ゆめマート松橋、ゆめマート三角 
■医療施設 
 済生会みすみ病院、宇城総合病院、桜十字熊本宇城病院、 

熊本南病院 
■市関係部署 
 まちづくり関係部署、教育関係部署、介護・福祉関係部署、 

観光関係部署  

対象選出理由 
公共交通課題を詳細に把握している、または利用実態を把握して
いると考えられる事業者や施設等を選出 

調査方法 直接訪問して聞き取り調査（状況に応じてメールや電話を活用）  

実施時期 令和 6 年 9 月 25 日～  

調査内容 
・地域公共交通の利用者の実態、ニーズ 
・地域公共交通の問題点・課題 
・将来展望 等  
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２ ヒアリング調査結果 

交通事業者 

・路線バス、タクシーともに運転手が不足、また高齢化している状況

です。 

・路線バスの利用者は減少傾向にあり、それに伴い運賃収入も減少傾

向にある一方で、燃料費高騰により運行経費は増加しています。 

・タクシー事業は、需要量が供給台数を超過する時間帯があります。 

商業施設 

・商業施設へは自家用車での来訪が多数となっており、公共交通への

要望は少ない状況です。 

・イオンモール宇城では、現在無料のコミュニティバスが運行されて

います。 

また、令和 6 年 12 月に自動運転実証実験を熊本県内で初めて実

施し、駅周辺の立地環境を活かし域内交流によるにぎわいの創出及

び活性化を図るとともに、持続可能な地域社会の実現に向け、自動

運転ＥＶバスの導入・運行可能性を検討します。  

医療機関 

・利用者からは施設入口までの路線バスの乗り入れ、待合環境の改善

等、路線バスに関連した改善要望が聞かれている状況です。 

・各施設で、送迎支援、訪問診療等が実施されている状況です。 

庁内関係部署 

・宇城市では、令和 5 年に立地適正化計画が策定されており、コン

パクト・プラス・ネットワークの観点から、まちづくりとあわせた

交通ネットワーク構築が必要となります。 

・高齢者等に必要に応じた移動支援施策が必要な意見がありますが、

一方でタクシーは予約が取りにくい状況となっています。 

・三角駅から世界文化遺産の三角西港にアクセスする方法が限られ

ており、観光の観点からは移動手段の確保が望まれています。 
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三角町 人口 三角町 人口変化率

（人） Ｈ7＝1.00とした時の変化率

ゆめマート三角
91件

コメリハード＆グリーン
三角店
15件

ダイレックス
松橋店
15件

【宇城市外】
・ドラッグストアコスモス 大矢野店 15件
・宇土シティモール 13件
・スーパーセンタートライアル 宇土店 9件
・Ａコープ 大矢野店 5件
・イオンモール熊本 5件

フレッシュくまい
不知火店

7件

ゆめマート松橋
7件

ドラッグストアコスモス
松橋店
6件

イオンモール宇城
5件

済生会みすみ病院
23件

みすみクリニック
15件

【宇城市外】
・熊本大学病院 5件
・済生会熊本病院 4件
・福本眼科 3件
・やまもと泌尿器科クリニック 2件
・にしくまもと病院 2件
・上天草内科呼吸器科クリニック 2件
・山崎内科 2件

池田胃腸科・内科
5件

佐藤医院
3件

まつえクリニック
2件

松橋耳鼻咽喉科
内科クリニック

2件

熊本南病院
2件

錦戸整形外科
2件

桜十字熊本宇城病院
2件

みすみ歯科クリニック
3件

勝目眼科医院
2件

立山歯科医院
2件

３ 地区別カルテ 

１ 三角町地区 

１) 地区の概況 

・三角町地区の令和 2 年の人口は約 6,700 人で、25 年間で約 4 割減少しています。 

・高齢化率は約 48％まで上昇し、人口の半分が高齢者となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲地区内人口・変化率の推移           ▲高齢化率の推移 

 

 

・人口は、鉄道、バス路線の沿線を中

心に広く分布しています。 

・買い物・通院先としては、三角町内

の施設利用が多い状況です。 

・宇城市内では松橋町への移動も確認

される他、市外の上天草市、宇土市

なども目的地となっています。 

・熊本市へは、熊本大学病院、済生会

熊本病院などといった大規模施設を

目的地としている傾向があります。 

▲人口メッシュ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲買い物先施設図             ▲通院先施設図 

  

出典：国勢調査 

出典：令和５年度熊本都市圏パーソントリップ調査付帯調査 

出典：令和２年国勢調査（250m メッシュ） 

 

三角駅 
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65.0%

45.0%

35.0%

20.0%

15.0%

25.0%

5.0%

25.0%

10.0%

10.0%

5.0%

5.0%

0% 20% 40% 60% 80%

運行本数

運行ルート（経由地）

運賃

各公共交通の乗り継ぎ

乗合タクシー乗降・バス停位置

バス停・駅の待ち合い環境

遅延情報等の情報提供

バス停・駅の利用環境（駐輪場の設置など）

乗合タクシーの運行曜日・時間

乗合タクシーの予約時間

その他

特になし

三角町(N=20)

29.3%

25.3%

27.8%

5.1%

9.1%

17.7%

0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

一定の料金でバス・電車が乗り放題になる

制度（サブスクリプション・サービス）

大型のタクシーなどが安い相乗り料金

で地域の中をまわるサービス

足腰の弱い人や車いすの人などを自動車で

目的地まで運び用務を手伝うサービス

補助的な交通手段（電動カート・シェア

サイクルなど）を貸し出すサービス

スマートフォンのアプリ1つで目的地

までの検索や決済ができるサービス

近くに交通機能が集約された施設

などが整備される

その他

三角町(N=198)

２) 公共交通の利用実態 

・日常生活において最も利用する公共交通は、「利用しない」が 75.0%で最も多く、「鉄道」

が 20.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲日常生活で利用する公共交通         

 

３) 公共交通に求めるニーズ 

・改善要望項目としては、「運行本数」が最も多く、満足度は低くなっています。 

・魅力的な移動支援として、「定額乗り放題」が最も多く挙げられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲公共交通に対する改善要望項目〔複数回答〕   ▲公共交通の満足度 

 

 

 

 

▲公共交通の困りごとの有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲公共交通の困りごとの内容〔複数回答〕  ▲魅力的な移動支援サービス〔複数回答〕  

20.0%

10.0%

10.0%

0.0%

0.0%

75.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

鉄道

路線バス

乗合タクシー

タクシー

その他

利用しない

三角町

(N=20)

満足 5.0%

まあ満足

10.0%

普通

40.0%

やや不満

20.0%

不満

25.0%

三角町(N=20)

14.3%

33.3%

81.0%

0.0%

27.0%

34.9%

3.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運転できない・

運転を頼める人がいない

近くにバス停や駅がない

公共交通の運行本数が少ない

・目的地までの便がない

公共交通が時刻表通りにこない

公共交通の料金が高い

乗換えが面倒

その他

三角町(N=63)

あり 31.8% なし 66.7%
無回答

1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（N=198） 

出典：市民アンケート調査 

出典：市民アンケート調査 

出典：令和５年度熊本都市圏パーソントリップ調査付帯調査 
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不知火町 人口 不知火町 人口変化率

（人） Ｈ7＝1.00とした時の変化率

きむら医院
10件

小篠内科医院
9件

まつばせ児嶋
クリニック

7件

松橋耳鼻咽喉科
内科クリニック

6件

宇城総合病院
5件

安武眼科医院
5件

宇城総合
クリニック

3件

竹宮医院
2件

泉胃腸科
外科医院

2件

【宇城市外】
・にしくまもと病院 2件
・尾崎医院 2件

清水整形外科医院
2件

吉永歯科医院
2件

ゆめマート松橋
38件

フレッシュくまい
不知火店

28件

ドラッグストアコスモス
松橋店
23件

マルショク 松橋駅前店
22件

ダイレックス
松橋店
19件

【宇城市外】
・スーパーセンタートライアル 宇土店 14件
・ゆめマート宇土 7件
・イオンモール熊本 5件

ドラッグストアコスモス
宇城店
10件

道の駅 うき
6件

２ 不知火町地区  

１) 地区の概況 

・不知火町地区の令和 2 年の人口は約 8,200 人で、25 年間で約 2 割減少しています。 

・高齢化率は約 37％まで上昇し、人口の約 4 割が高齢者となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲地区内人口・変化率の推移           ▲高齢化率の推移 

 

 

・松橋駅周辺に人口が集積している他、

沿岸部の路線バス沿線等に人口が分

布しています。 

・買い物・通院先は、不知火町・松橋

町の施設利用が上位を占めている状

況です。 

・宇土市への買い物も一部確認されま

す。 

 

 

▲人口メッシュ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲買い物先施設図             ▲通院先施設図 

  

出典：国勢調査 

出典：令和２年国勢調査（250m メッシュ） 

 

出典：令和５年度熊本都市圏パーソントリップ調査付帯調査 

松橋駅 
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72.9%

31.3%

31.3%

37.5%

8.3%

33.3%

16.7%

18.8%

2.1%

2.1%

2.1%

4.2%

0% 20% 40% 60% 80%

運行本数

運行ルート（経由地）

運賃

各公共交通の乗り継ぎ

乗合タクシー乗降・バス停位置

バス停・駅の待ち合い環境

遅延情報等の情報提供

バス停・駅の利用環境（駐輪場の設置など）

乗合タクシーの運行曜日・時間

乗合タクシーの予約時間

その他

特になし

不知火町(N=48)

36.4%

24.4%

27.3%

10.8%

10.2%

13.6%

2.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

一定の料金でバス・電車が乗り放題になる

制度（サブスクリプション・サービス）

大型のタクシーなどが安い相乗り料金

で地域の中をまわるサービス

足腰の弱い人や車いすの人などを自動車で

目的地まで運び用務を手伝うサービス

補助的な交通手段（電動カート・シェア

サイクルなど）を貸し出すサービス

スマートフォンのアプリ1つで目的地

までの検索や決済ができるサービス

近くに交通機能が集約された施設

などが整備される

その他

不知火町(N=176)

２) 公共交通の利用実態 

・日常生活において最も利用する公共交通は、「利用しない」が 60.4%で最も多く、「鉄道」

が 37.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲日常生活で利用する公共交通         

 

３) 公共交通に求めるニーズ 

・改善要望項目としては、「運行本数」が最も多く、満足度は低くなっています。 

・魅力的な移動支援として、「定額乗り放題」が最も多く挙げられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲公共交通に対する改善要望項目〔複数回答〕   ▲公共交通の満足度 

 

 

 

 

▲公共交通の困りごとの有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲公共交通の困りごとの内容〔複数回答〕  ▲魅力的な移動支援サービス〔複数回答〕  

20.0%

28.6%

62.9%

0.0%

31.4%

31.4%

17.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運転できない・

運転を頼める人がいない

近くにバス停や駅がない

公共交通の運行本数が少ない

・目的地までの便がない

公共交通が時刻表通りにこない

公共交通の料金が高い

乗換えが面倒

その他

不知火町(N=35)

あり 19.9% なし 78.4%
無回答

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

まあ満足

10.4%

普通

47.9%

やや不満

20.8%

不満

20.8%

不知火町(N=48)

37.5%

10.4%

0.0%

6.3%

4.2%

60.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

鉄道

路線バス

乗合タクシー

タクシー

その他

利用しない

不知火町

(N=48)

（N=176） 

出典：市民アンケート調査 

出典：市民アンケート調査 

出典：令和５年度熊本都市圏パーソントリップ調査付帯調査 
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（人） Ｈ7＝1.00とした時の変化率

ダイレックス
松橋店
73件

マルエイ 松橋店
45件

ゆめマート松橋
141件

ドラッグストアコスモス
松橋店
78件

イオンモール宇城
37件

鮮ど市場
宇城店
37件

ミスターマックス
松橋店
36件

ドラッグストアコスモス
宇城店
35件

道の駅 うき
31件

ドラッグストアコスモス
曲野店
29件

松橋耳鼻咽喉科内科
クリニック

26件

熊本南病院
22件

宇城総合病院
17件

まつばせ児嶋クリニック
17件 まつえクリニック

16件

うきクリニック
13件

中村内科医院
12件

宇城総合
クリニック

10件

【宇城市外】
・やまもと泌尿器科クリニック 10件

竹宮医院
8件

３ 松橋町地区 

１) 地区の概況 

・松橋町地区の令和 2 年の人口は約 26,000 人で、25 年間で約 1 割増加しています。 

・高齢化率は約 30％まで上昇し、人口の約 3 割が高齢者となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲地区内人口・変化率の推移           ▲高齢化率の推移 

 

 

・松橋駅周辺に人口が集積し、町全体

に広く人口が分布しています。 

・買い物・通院先は、松橋町の施設利

用が大半を占めています。 

・他の町と比較して、宇城市外の施設

への移動が比較的に少ない傾向にあ

ります。 

 

 

▲人口メッシュ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲買い物先施設図             ▲通院先施設図 

  

出典：国勢調査 

出典：令和２年国勢調査（250m メッシュ） 

 

出典：令和５年度熊本都市圏パーソントリップ調査付帯調査 
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62.7%

47.2%

26.9%

35.2%

18.7%

20.7%

15.0%

22.8%

9.3%

6.7%

2.6%

2.6%

0% 20% 40% 60% 80%

運行本数

運行ルート（経由地）

運賃

各公共交通の乗り継ぎ

乗合タクシー乗降・バス停位置

バス停・駅の待ち合い環境

遅延情報等の情報提供

バス停・駅の利用環境（駐輪場の設置など）

乗合タクシーの運行曜日・時間

乗合タクシーの予約時間

その他

特になし

松橋町(N=193)

34.3%

24.2%

31.3%

10.0%

13.0%

17.7%

3.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

一定の料金でバス・電車が乗り放題になる

制度（サブスクリプション・サービス）

大型のタクシーなどが安い相乗り料金

で地域の中をまわるサービス

足腰の弱い人や車いすの人などを自動車で

目的地まで運び用務を手伝うサービス

補助的な交通手段（電動カート・シェア

サイクルなど）を貸し出すサービス

スマートフォンのアプリ1つで目的地

までの検索や決済ができるサービス

近くに交通機能が集約された施設

などが整備される

その他

松橋町(N=598)

２) 公共交通の利用実態 

・日常生活において最も利用する公共交通は、「利用しない」が 74.1%で最も多く、「鉄道」

が 23.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲日常生活で利用する公共交通         

 

３) 公共交通に求めるニーズ 

・改善要望項目としては、「運行本数」が最も多く、不満足度が半数を越えています。 

・魅力的な移動支援として、「定額乗り放題」が最も多く挙げられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲公共交通に対する改善要望項目〔複数回答〕    ▲公共交通の満足度 

 

 

 

 

▲公共交通の困りごとの有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲公共交通の困りごとの内容〔複数回答〕  ▲魅力的な移動支援サービス〔複数回答〕  

11.4%

47.6%

64.9%

4.9%

16.2%

34.1%

15.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運転できない・

運転を頼める人がいない

近くにバス停や駅がない

公共交通の運行本数が少ない

・目的地までの便がない

公共交通が時刻表通りにこない

公共交通の料金が高い

乗換えが面倒

その他

松橋町(N=185)

あり 30.9% なし 66.7%
無回答

2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 0.5%

まあ満足

11.4%

普通

35.2%

やや不満

26.9%

不満

25.9%

松橋町(N=193)

23.3%

9.8%

0.0%

4.1%

0.5%

74.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

鉄道

路線バス

乗合タクシー

タクシー

その他

利用しない

松橋町

(N=193)

（N=598） 

出典：市民アンケート調査 

出典：市民アンケート調査 

出典：令和５年度熊本都市圏パーソントリップ調査付帯調査 
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小川町 人口 小川町 人口変化率

（人） Ｈ7＝1.00とした時の変化率

小川中央クリニック
13件

たかはしクリニック
12件

ダイヤモンド
シティクリニック

10件

土屋医院
10件

熊本南病院
8件 宇城総合

クリニック
4件

中村内科医院
4件

まつばせ児嶋クリニック
3件

【宇城市外】
・熊本大学病院 3件

江藤外科胃腸科医院
4件

鎌田歯科クリニック
4件

イオンモール
宇城

128件

スーパーセンタートライアル
宇城店
89件

ホームセンターマツオカ
13件

【宇城市外】
・イオンモール熊本 11件
・ドラッグストアコスモス 竜北店 6件
・アミュプラザくまもと 5件
・宇土シティモール 4件

鮮ど市場
宇城店
8件

道の駅
うき
4件マルエイ 松橋店

4件

４ 小川町地区 

１) 地区の概況 

・小川町地区の令和 2 年の人口は約 12,300 人で、25 年間で約 1 割減少しています。 

・高齢化率は約 36％まで上昇し、人口の約 4 割が高齢者となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲地区内人口・変化率の推移           ▲高齢化率の推移 

 

 

・小川駅周辺に一部人口が集中してお

り、町全体に広く分布しています。 

・買い物・通院先は、小川町内の施設

利用が中心となり、一部松橋町や宇

城市外の宇土市、氷川町も確認され

ました。 

 

 

 

 

▲人口メッシュ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲買い物先施設図             ▲通院先施設図 

  

出典：国勢調査 

出典：令和５年度熊本都市圏パーソントリップ調査付帯調査 

出典：令和２年国勢調査（250m メッシュ） 

 

小川駅 
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57.8%

51.6%

28.1%

31.3%

25.0%

40.6%

7.8%

28.1%

15.6%

9.4%

12.5%

4.7%

0% 20% 40% 60% 80%

運行本数

運行ルート（経由地）

運賃

各公共交通の乗り継ぎ

乗合タクシー乗降・バス停位置

バス停・駅の待ち合い環境

遅延情報等の情報提供

バス停・駅の利用環境（駐輪場の設置など）

乗合タクシーの運行曜日・時間

乗合タクシーの予約時間

その他

特になし

小川町(N=64)

30.6%

21.1%

27.7%

10.3%

9.5%

17.8%

2.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

一定の料金でバス・電車が乗り放題になる

制度（サブスクリプション・サービス）

大型のタクシーなどが安い相乗り料金

で地域の中をまわるサービス

足腰の弱い人や車いすの人などを自動車で

目的地まで運び用務を手伝うサービス

補助的な交通手段（電動カート・シェア

サイクルなど）を貸し出すサービス

スマートフォンのアプリ1つで目的地

までの検索や決済ができるサービス

近くに交通機能が集約された施設

などが整備される

その他

小川町(N=242)

２) 公共交通の利用実態 

・日常生活において最も利用する公共交通は、「利用しない」が 68.8%で最も多く、「鉄道」

が 28.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲日常生活で利用する公共交通         

 

３) 公共交通に求めるニーズ 

・改善要望項目としては、「運行本数」が最も多く、不満足度が 6 割を越えています。 

・魅力的な移動支援として、「定額乗り放題」が最も多く挙げられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲公共交通に対する改善要望項目〔複数回答〕   ▲公共交通の満足度 

 

 

 

 

▲公共交通の困りごとの有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲公共交通の困りごとの内容〔複数回答〕  ▲魅力的な移動支援サービス〔複数回答〕  

21.0%

53.2%

43.5%

3.2%

22.6%

25.8%

12.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運転できない・

運転を頼める人がいない

近くにバス停や駅がない

公共交通の運行本数が少ない

・目的地までの便がない

公共交通が時刻表通りにこない

公共交通の料金が高い

乗換えが面倒

その他

小川町(N=62)

あり 25.6% なし 69.0%
無回答

5.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 4.7% まあ満足

4.7%

普通

26.6%

やや不満

34.4%

不満

29.7%

小川町(N=64)

28.1%

9.4%

0.0%

7.8%

3.1%

68.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

鉄道

路線バス

乗合タクシー

タクシー

その他

利用しない

小川町

(N=64)

（N=242） 

出典：令和５年度熊本都市圏パーソントリップ調査付帯調査 

出典：市民アンケート調査 

出典：市民アンケート調査 
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豊野町 人口 豊野町 人口変化率

（人） Ｈ7＝1.00とした時の変化率

イオンモール宇城
16件

ゆめマート松橋
11件

【宇城市外】
・イオンモール熊本 9件
・rocky甲佐店 ９件
・コストコ 熊本御船倉庫店 5件
・ドラッグストアコスモス 美里店 4件
・マルエイ 甲佐店 4件

鮮ど市場
宇城店
6件

ダイレックス
松橋店
5件

ドラッグストアコスモス
松橋店
5件

ドラッグストアコスモス
曲野店
4件

狩場医院
4件

宇城総合
クリニック

2件

【宇城市外】
・熊本パール総合歯科・矯正歯科・こども歯科
クリニック 宇土院 2件
・くまもと南部広域病院 2件

松橋耳鼻咽喉科
内科クリニック

2件

まつばせ児嶋クリニック
2件

中村内科医院
2件

泉胃腸科外科医院
2件

じょうどいクリニック
2件

坂口医院
3件

５ 豊野町地区 

１) 地区の概況 

・豊野町地区の令和 2 年の人口は約 3,800 人で、25 年間で約 3 割減少しています。 

・高齢化率は約 43％まで上昇し、人口の約 4 割が高齢者となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲地区内人口・変化率の推移           ▲高齢化率の推移 

 

 

・路線バス沿線を中心に人口が分布し

ています。 

・買い物先は、松橋町、もしくは宇城

市外の美里町や甲佐町、御船町等、

広範囲にわたります。 

・一方で、通院先としては、豊野町内

の狩場医院が 4 件と最も多く、その

ほかは松橋町の病院をはじめ、分散

している傾向にあります。 

 

▲人口メッシュ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲買い物先施設図             ▲通院先施設図 

  

出典：国勢調査 

出典：令和２年国勢調査（250m メッシュ） 

 

出典：令和５年度熊本都市圏パーソントリップ調査付帯調査 

1,222
1,401 1,470 1,484 1,561 1,636

23.3

27.8
30.2 31.4

36.5

42.8

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

H7 H12 H17 H22 H27 R2

人口総数 高齢者人口 高齢化率

（人） （％）



 

 
43 

80.0%

56.0%

28.0%

48.0%

20.0%

20.0%

4.0%

32.0%

24.0%

8.0%

4.0%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80%

運行本数

運行ルート（経由地）

運賃

各公共交通の乗り継ぎ

乗合タクシー乗降・バス停位置

バス停・駅の待ち合い環境

遅延情報等の情報提供

バス停・駅の利用環境（駐輪場の設置など）

乗合タクシーの運行曜日・時間

乗合タクシーの予約時間

その他

特になし

豊野町(N=25)

32.4%

30.4%

24.5%

5.9%

12.7%

20.6%

2.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

一定の料金でバス・電車が乗り放題になる

制度（サブスクリプション・サービス）

大型のタクシーなどが安い相乗り料金

で地域の中をまわるサービス

足腰の弱い人や車いすの人などを自動車で

目的地まで運び用務を手伝うサービス

補助的な交通手段（電動カート・シェア

サイクルなど）を貸し出すサービス

スマートフォンのアプリ1つで目的地

までの検索や決済ができるサービス

近くに交通機能が集約された施設

などが整備される

その他

豊野町(N=102)

２) 公共交通の利用実態 

・日常生活において最も利用する公共交通は、「利用しない」が 88.0%で最も多く、「鉄道」

と「路線バス」が 4.0％でほとんど利用がありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲日常生活で利用する公共交通         

 

３) 公共交通に求めるニーズ 

・改善要望項目としては、「運行本数」が最も多く、不満足度は約 9 割となっています。 

・魅力的な移動支援として、「定額乗り放題」が最も多く挙げられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲公共交通に対する改善要望項目〔複数回答〕    ▲公共交通の満足度 

 

 

 

 

▲公共交通の困りごとの有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲公共交通の困りごとの内容〔複数回答〕  ▲魅力的な移動支援サービス〔複数回答〕 

 

5.3%

44.7%

86.8%

0.0%

26.3%

65.8%

13.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運転できない・

運転を頼める人がいない

近くにバス停や駅がない

公共交通の運行本数が少ない

・目的地までの便がない

公共交通が時刻表通りにこない

公共交通の料金が高い

乗換えが面倒

その他

豊野町(N=38)

あり 37.3% なし 59.8%
無回答

2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

まあ満足 4.0%

普通

8.0%

やや不満

24.0%不満

64.0%

豊野町(N=25)

4.0%

4.0%

0.0%

0.0%

4.0%

88.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

鉄道

路線バス

乗合タクシー

タクシー

その他

利用しない

豊野町

(N=25)

（N=102） 

出典：市民アンケート調査 

出典：市民アンケート調査 

出典：令和５年度熊本都市圏パーソントリップ調査付帯調査 
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基 本

方針①

交通拠点や医療機関、商業施設等
を効率的に結ぶ地域公共交通網を
形成し、人口減に対応できるコンパ
クトシティ形成の基礎とします

基 本

方針②

導入や存続に基準を設け、メリハリ
ある地域公共交通を目指します

基 本

方針③

路線バス等のサービス水準を見直し
ます

基 本

方針④
交通空白地の解消を図ります

基 本

方針⑤

免許返納者等高齢者や障がい者を
支える地域公共交通導入を図ります

基 本

方針⑥

地域公共交通を利用して守る意識の
醸成を図ります

施策・事業

①路線バスの見直し・再編

②乗合タクシーの見直し・導入

③駅等を拠点とした
交通結節機能の強化

④既存ストック等を活用した新たな
地域公共交通システムの検討・導入

⑤路線バス・乗合タクシーの
利用促進

 
 

1 地域公共交通網形成計画の評価 

本市では、2019 年３月に、計画期間を 2025 年３月までとする「宇城市地域公共交通

網形成計画」を策定しており、６つの基本方針をもとに、５つの施策・事業を進めてきまし

た。本章では、これら施策・事業の取組み状況と当初設定した目標値の達成状況を整理し、

評価を行いました。 

 

１ 総評 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲宇城市地域公共交通網形成計画の基本方針と施策・事業  

地域公共交通が抱える課題 4 

「宇城市地域公共交通網形成計画」では、期間中に、コロナ禍という社会変化があったこ

となどから、各事業の実施や目標達成が困難になる等、様々な影響を及ぼしました。 

特に、公共交通の利用者数・利用率は、現状値(網形成計画策定時)を下回る結果となりま

した。また、路線バスに係る補助金額は、削減を目標としていましたが、増額する結果とな

りました。 

 

今後は、コロナ禍を経た市民の生活スタイルの変化等の社会環境の変化にあわせ、利用者

のニーズを考慮した効率的な運行により、今まで以上に公共交通の利便性向上に向けた施

策に取組む必要があります。 

また、地域公共交通に対する市民の意識醸成のため、引き続き、利用促進策や利便性向上

策によって、着実な利用者層の定着を図ることも求められます。 
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２ 事業の実施状況 

事 業 
 施策・事業の取組概要 

実施
状況 

施策・事業①：路線バスの見直し・再編 

三角地域におけ

る路線バス再編 

○ 

前計画で特に早急な対策を講じるとした、三角産交―大口線、三

角産交―小田良線、黒崎環状線の 3 路線は令和 5 年 3 月 31 日を

もって廃止しました。代替する路線のない黒崎環状線については、

既存の戸馳エリアを運行の予約乗合タクシーのエリア拡大で対応

しました。 

 また、三角産交－松橋産交線、三角産交－宇土駅前線について

は、令和 6 年 4 月に、さんぱーる－三角産交線については、令和

5 年 10 月に減便を行いました。 

三角～松橋線の

見直し 
○ 

令和 6 年４月１日で三角地区の路線バス 2 路線（三角産交－松

橋産交、三角産交－宇土駅前）を減便しました。 

松橋駅を拠点と

した路線バスの

見直し 

○ 

九州産交バスの窓口機能移転（松橋産交→松橋駅）の申出を受

け、松橋駅地域交流スペースを所管する都市整備課との調整を開

始しました。 

事 業 
実施
状況 

施策・事業②：乗合タクシーの見直し・導入 

導入基準に基づ

く乗合タクシー

等を活用した新

たな地域公共交

通の導入 

△ 

令和 5 年 4 月から試行運行後、令和 6 年 4 月から黒崎環状線

の廃止により、三角町の東港四区・東港五区・赤岩・黒崎・金桁で、  

既存の戸馳地区乗合タクシーのエリアを拡大しました。 

 令和４年度～５年度にかけて優先検討地区としたすべての地区

に説明会を実施しましたが、新規導入には至りませんでした。 

乗合タクシー存

廃検討基準に基

づく既存乗合タ

クシーの運行内

容等の見直し 

× 

存廃検討基準に該当するのは戸馳地区（①R2 から R5 まで

22％、②R5 から 1.5 人未満）と小野部田地区（①R2 から 25％

未満、②R2 から 1.5 未満）でしたが、コロナ禍等もあり、状況を

考慮し存廃検討をしませんでした。 

事 業 
実施
状況 

施策・事業③：駅等を拠点とした交通結節機能の強化 

松橋駅の交通結

節機能強化 ○ 

九州産交バスの窓口機能移転（松橋産交→松橋駅）の申出を受

け、松橋駅地域交流スペースを所管する都市整備課との調整を開

始しました。 

市街地や観光地

を回遊する新た

な地域公共交通

の導入  

× 

特に取り組んだことはありませんでした。 

イオンモール宇

城の交通結節機

能強化 

○ 

イオンモール宇城と JR 小川駅を結ぶルートで令和６年 12 月

に自動運転バスの実証実験を行いました。 
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事 業 
実施
状況 

施策・事業④：既存ストック等を活用した新たな地域公共交通 
システムの検討・導入 

既存施設等を活

用した交通（乗

換）拠点の創出 

× 

特に取り組んだことはありませんでした。 

既存交通（快速あ

まくさ号、戸馳地

区乗合タクシー）

の観光等への活

用 

△ 

令和 6 年 10 月から快速あまくさ号の土日祝の一部の便におい

て、三角産交（三角駅前）経由へ変更されました。 

スクールバスの

有効活用 
× 

特に取り組んだことはありませんでした。 

事 業 
実施
状況 

施策・事業⑤：路線バス・乗合タクシーの利用促進 

市民等を対象と

した地域公共交

通乗り方教室の

実施 
○ 

令和 2 年、令和 3 年はコロナ禍ということで実施できませんで

したが、令和 4 年には不知火美術館図書館主催のイベントに出展

する形でバスの乗り方教室を実施し、令和 5 年にも同様に不知火

美術館図書館主催のイベントに出展する形でバスの利用促進イベ

ント（バスの乗車体験・運転士からのお話・バスアナウンス体験）

を実施しました。 

地域公共交通マ

ップの作成と情

報の提供 

○ 

①令和 4 年度に利用促進パンフレットを作成し、情報発信の強化

として、バスの路線図や乗り方説明など主に路線バスに関する内

容を掲載。令和５年度に市内の全小学生へ約 3,000 部配布しまし

た。その他上記のバス関連イベントでも参加者に配布しました。 

②令和 5 年 10 月から宇城市の広報誌で公共交通の隔月連載を行

っています。 

③乗合タクシーの停留所更新のため標識を作成し、利用者が多い

場所及び公共施設等に計 9 台設置しました。 

料金システムの

見直し 
△ 

令和 7 年度に向けて、乗合タクシーの運行に係る市の補助制度

の見直しを行っています。 

路線バスと乗合

タクシーを活用

した観光ルート

等の構築 

× 

特に取り組んだことはありませんでした。 

免許返納者への

公共交通利用促

進 
△ 

令和 1 年 10 月から、バス会社窓口に「免許返納者割引乗車証」

を申請した免許返納者に 1,500 円分チャージ済 IC カードの進呈

を始めましたが、公共交通の利用状況は把握できていないので今

後の課題となっています。 

取り組みの実施状況：〇 実施した 

              △ 一部実施した、もしくは検討・調整等を実施した 

           × 実施しなかった 
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３ 目標の達成状況 

目標値 

現状 

(網形成計画 

策定時：2019 年) 

目標 

（2024 年） 

実績値 

（見込み値） 

達成 

状況 

①－１ 交通拠点（駅）への地域

公共交通の利用率の向上 

松橋駅 約 4％ 

小川駅 約 8％ 

三角駅 0％ 

松橋駅 15％ 

小川駅 20％ 

三角駅 18％ 

松橋駅 約 5％ 

小川駅 約 2％ 

三角駅 約 8％ 

× 

× 

× 

②－１ 路線バスの年間利用者数

の増加 
799千人 840千人以上 666千人 × 

②－２ 路線バスに係る補助金額

の削減 
100,848 千円 

80,000 千円 

以下 
128,785千円 × 

②－３ 乗合タクシーの１便あた

り利用者数の増加 
1.3～2.1人/便 

全系統 

2.0人/便以上 

1.2～1.6人/便 

（R5年度） 
△ 

④－１ 交通空白地居住人口の減

少 
4,700人 1,700人 4,100人 △ 

⑤－１ ６５歳以上の高齢者の地

域公共交通利用率の向上 
17% 23％ 約 4% × 

⑥－１ 市民の地域公共交通に対

する意識(市全体)の向上 
約 65％ 約 71％ 約 73% ○ 
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２ 地域公共交通が抱える課題 

１ 問題点の整理 

アンケート調査等から把握した宇城市の問題点を整理しました。 

上位・関連計画 

の整理 

・松橋駅周辺では空き家等が増加し都市の密度が低下する、いわゆる  

 都市のスポンジ化が進展しています。そのため、立地適正化計画では、

誘導施策として松橋駅の交通結節機能の強化と松橋駅周辺の都市再生

を掲げています。 

地域特性 ・人口減少・高齢化が進行しており、今後もさらに進展する見込みです。 

特に、三角町、豊野町の人口減少・高齢化が著しい状況です。 

・買い物や通院で訪れる施設は、松橋町に集中しており、小川町や三角 

 町にも立地している状況です。 

・高齢者の運転免許保有率は 7 割以上となっており、そのうちの約 8 割

が 5 年以内に返納するつもりはないと回答し、自主返納は進んでいな

い状況です。 

地域公共交通の 

現状 

【鉄道】 

・松橋駅、小川駅、三角駅の乗車人数は、コロナ禍の減少から回復傾向に

あります。 

【路線バス】 

・路線の廃止・減便が相次いでいる状況です。 

・輸送人員は、コロナ禍の減少から回復傾向にあるものの、コロナ禍前 

 からの減少傾向が継続している状況です。 

・路線バスに対する欠損補助額は増加傾向にあります。 

【乗合タクシー】 

・乗合タクシーの利用人数は減少傾向にあり、乗合率も低下傾向にあります。 

・補助金額額は全体では、減少傾向にありますが、1 回当たりの補助金額

は増加傾向にあります。 

【その他】 

・交通空白地が点在している状況です。交通空白地への対応として、令和

４年度～５年度にかけて優先検討地区としたすべての地区に乗合タク

シー導入についての説明会を実施しましたが、新規導入には至ってい

ない状況です。 

・市内 6 校でスクールバスを運行している状況です。 

アンケート調査 【市民アンケート調査】 

・約 7 割が公共交通を利用しないとの回答がありました。 

・公共交通への改善要望としては、運行本数が最も多く、運行ルート、各

公共交通の乗り継ぎと続きます。 

・公共交通への満足度としては、半数以上がやや不満、不満と回答してい

る状況です。 
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【駅・バス停利用者アンケート調査】 

・学生の割合が高く、通学に多く利用されている状況です。 

・改善要望としては、運行本数が最も多く挙げられました。 

【乗合タクシー利用者アンケート調査】 

・60 歳以上が利用しており、特に高齢者のみの世帯の方の利用が多い傾

向にあります。 

・主に買い物、通院での利用が多く、運行本数の増便に対する要望が強い

傾向にあります。 

【商業施設利用者アンケート調査】 

・多くの方が車で来訪しており、日常的に公共交通を利用している方は少

ない状況です。 

【企業・事業所への通勤等に関するアンケート調査】 

・アンケート調査に協力いただいた宇城市内の企業・事業所では、送迎サ

ービスが実施されていない状況です。 

・通勤手段は、自家用車が多数を占めますが、路線バスや JR で通勤する

方も一部いる状況です。 

【学生への通学等に関するアンケート調査】 

・宇土高校と松橋高校は、3～4 割が公共交通で通学しています。 

・小川工業高校は小川駅にも近いことが影響し、約 6 割が JR で通学し

ています。 

・支援学校では、公共交通を利用して通学している生徒は少ない状況にあ

ります。 

【民生委員への地区の生活交通に関するアンケート調査】 

・多くの地区には、移動手段を持たない高齢世帯が居住している状況にあ

ります。 

・移動手段を持たない方はタクシーや親族・知人の送迎で移動している状

況にあります。 

ヒアリング調査 

 

【交通事業者】 

・路線バス、タクシーともに運転手が不足、また高齢化している状況です。 

・路線バスの利用者は減少傾向にあり、それに伴い運賃収入も減少傾向に

ある一方で、燃料費高騰により運行経費は増加しています。 

・タクシー事業は、需要量が供給台数を超過する時間帯があります。 

【商業施設】 

・商業施設へは自家用車での来訪が多数となっており、公共交通への要望

は少ない状況です。 

・イオンモール宇城では、現在無料のコミュニティバスが運行されていま

す。また、令和 6 年 12 月に自動運転実証実験を熊本県内で初めて実

施し、駅周辺の立地環境を活かし域内交流によるにぎわいの創出及び

活性化を図るとともに、持続可能な地域社会の実現に向け、自動運転Ｅ

Ｖバスの導入・運行可能性を検討します。  
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【医療機関】 

・施設入口までの路線バスの乗り入れ、待合環境の改善等、路線バスに関

連した改善要望が利用者からの要望として挙げられている状況です。 

・各施設で、送迎支援、訪問診療等が実施されている状況です。 

【庁内関係部署】 

・宇城市では、令和 5 年に立地適正化計画が策定されており、コンパク

ト・プラス・ネットワークの観点から、まちづくりとあわせた交通ネッ

トワーク構築が必要となります。 

・高齢者等に必要に応じた移動支援施策が必要な意見がありますが、一方

でタクシーは予約が取りにくい状況となっています。 

・三角駅から三角西港にアクセスする方法が限られており、観光の観点か

らは移動手段の確保が望まれています。 
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２ 課題の整理 

 

 

地域公共交通サービス水準の低下 
○路線バスは、路線の廃止・減便が相 

次ぐ状況 
○公共交通の利用者が減少している 

中で、地域公共交通のサービス水準 
も低下することで、さらに利用者が 
低下するといったスパイラルに陥る 
可能性 

交通事業者の経営不安定化の懸念 
〇近年、輸送にかかる燃料費が高騰 
〇地域公共交通の利用者は減少傾向

にあり、運賃収入も減少傾向 
〇運転手の高齢化、人材不足による担

い手不足 

市財政負担額の増加 
〇路線バスへの欠損補助額は増加傾

向 
〇乗合タクシーの乗合率は減少傾向に
あり、運行１回当たりの負担額は増
加傾向 

交通空白地が存在 
〇交通空白地が市内に点在 
〇移動手段を持たない方はタクシーや

親族・知人の送迎で移動している状
況 

松橋駅周辺の都市のスポンジ化 
〇松橋駅周辺では、空き家等が点在し

都市のスポンジ化が進行 
〇立地適正化計画では、誘導施策とし

て松橋駅の交通結節機能の強化と
松橋駅周辺の都市再生を掲げてい
る 

地域公共交通の利用者減少 
〇路線バス、乗合タクシー利用者は減

少傾向 
〇基本的に自家用車に依存した状況 

⑤交通空白地への対応 
→市内に交通空白地が点在してお

り、運転免許を持たない方は、１人
では外出することが難しい状況に
あり、対応が求められます。 

②市財政負担の抑制 
→今後、更なる人口減少・高齢化が予

測される中で、公共交通に関する
市の財政負担額は増大することが
見込まれています。 限られた財源
の中で、市の財政負担額を抑制す
る必要があります。 

④駅周辺の活性化 
→駅周辺地域のスポンジ化は、公共

交通利用者の減少のみでなく、行
政サービスの非効率化、まちの魅
力低下にも起因するため、駅周辺
地域の活性化が重要となります。 

③地域公共交通の利用者減少への

対応 
→公共交通の利用者減少は、運賃収

入の減少、それに伴うサービス水準
の低下、また市財政負担の増加に
も波及するため、利用者が減少し
ている現状に対応する必要があり
ます。 

①地域公共交通の維持・確保 
 →限られたリソースの中で、地域公共

交通を維持していくために、需要や
実態に即した適切なサービス水準
に見直す必要があります。 

問題点 課題 
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本市のまちづくりや地域公共交通に関連する計画が目指している方向性や地域の課題を

確認するため、関連計画を整理しました。 

また、熊本県地域公共交通計画や周辺自治体の地域公共交通計画も整理しました。 

１ 宇城市都市計画マスタープラン 

項      目 内          容 

計画期間 計画期間：令和 2年度～令和 22年度（20年間） 

事業主体 宇城市 都市整備課 

基本理念 海×山×まちが織りなす 多様な暮らしぶりを選択できるまち・宇城 

基
本
方
針
・
将
来
都
市
構
造 

基本方針 

 

将来都市

構造 

 

関連計画の整理 5 
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主
要
施
策
の
内
容 

（
公
共
交
通
に
関
す
る
内
容
） 

第４章 全体構想 

 

 

第５章 地域別構想 

（５）地域づくりの方針 

 ■三角地域 

 

 ■不知火地域 

 

 ■松橋地域 

 

 ■小川地域 

 

 ■豊野地域 
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２ 宇城市立地適正化計画 

項      目 内          容 

計画期間 計画期間：令和 2年度～令和 22年度（20年間） 

事業主体 宇城市都市整備課 

基
本
理
念
・
方
針 

 

■誘導方針１：誰もが快適かつ健康に暮らせる都市拠点の形成 

  《ゾーンの適正配置による効率的な拠点の形成》 

  《多世代にとって便利な都市機能の集約と住居の誘導》 

  《快適で外出しやすいまちなかの形成》 

■誘導方針２：多様な暮らしぶりをつなぐ公共交通ネットワークの形成 

  《拠点間連携を強化する地域間幹線ネットワークの形成》 

      《地域ニーズに応じた細やかな公共交通ネットワークの形成》 

■誘導方針３：安心・安全に暮らすことができる防災都市構造の形成 

  《安全・安心な居住地の形成》 

  《復興まちづくり計画に基づく防災都市構造の構築》 

主
要
施
策
の
内
容 

（
公
共
交
通
に
関
す
る
内
容
） 

誘導方針２：多様な暮らしぶりをつなぐ公共交通ネットワークの形成 
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３ 熊本県地域公共交通計画 

項      目 内          容 

計画期間 
策  定：令和 3年 3月 

計画期間：令和 3年度～令和 7年度（5年間） 

事業主体 熊本県地域公共交通協議会 

計画の目標 

 

主
要
施
策
の
内
容 

（
公
共
交
通
に
関
す
る
内
容
） 
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４ 熊本地域公共交通計画 

項      目 内          容 

計画期間 
策  定：平成 28年 3月（令和 3年 3月改定） 

計画期間：平成 28年 4月～令和 8年 3月（10年間） 

事業主体 熊本市公共交通協議会 

計画の目標 

 

主
要
施
策
の
内
容 

（
宇
城
市
に
関
す
る
内
容
） 

7章 目標達成のための施策・事業 

(7)川尻・富合方面 

【施策・事業の展開方針等】 

○幹線区間の機能強化等を図るとともに、リバグリーン八幡周辺を乗換拠

点として、乗換拠点以北・以南を幹線・支線とするゾーンシステムの導

入を検討します。 

○なお、幹線・支線のサービス水準設定や支線区間の乗換設定等について

は、路線沿線の近隣自治体及び交通事業者との協議を前提とします。 
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５ 宇土市地域公共交通計画 

項      目 内          容 

計画期間 
策  定：令和 4年 2月 

計画期間：令和 4年度～令和 8年度（5年間） 

事業主体 宇土市地域公共交通活性化協議会 

計画の目標 

 

主
要
施
策
の
内
容 

（
宇
城
市
に
関
す
る
内
容
） 

4章 地域公共交通計画 

4-6 目標達成に向けた施策・事業 

事業 3）路線バスの見直し 

①三角線の見直し 

路線バスの三角線（三角～宇土間）を対象に、運行区間や運行本数などの

見直しを、現在の利用者の利用実態等を踏まえ行います。 
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６ 上天草市地域公共交通計画 

項      目 内          容 

計画期間 
策  定：令和 5年 3月 

計画期間：令和 5年度～令和 9年度（5年間） 

事業主体 上天草市地域公共交通活性化協議会 

計画の目標 

 

主
要
施
策
の
内
容 

（
宇
城
市
に
関
す
る
内
容
） 

第 5章 計画の目標と目標達成のための施策事業 

5.2 施策･事業展開 

3-2：港・航路を活かした連携強化 

上天草市グランドデザインにおいて、重点整備地域に位置付け、観光ブラ

ンド力を活かした地域産業の活性化、観光需要拡大を目指している前島地

区への来訪者のアクセス性を強化します。 

JR三角駅、三角港からのアクセス強化として、路線バスの延伸や航路の天

草宝島ラインの増便など、港や航路を活かした連携による需要拡大を目指

します。 

また、熊本市の桜町バスターミナルから天草市の本渡まで運行している快

速あまくさ号も、現在、新型コロナウイルス感染症等の影響を受け、減便

して運行していますが、来訪者の需要の回復・向上に合わせて便数の回復

を目指します。 
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1 計画の基本方針 

１ 地域公共交通の基本理念 

本市では限られた交通資源の中で、既存の交通モードに加え、新たなモビリティや運行形

態の導入、さらには他分野との連携強化を図ることで、地域全体で相互に支え合う公共交通

体系を構築し、持続可能性の向上を目指すことが重要であると考えます。 

 上記を踏まえ、以下の基本理念を設定します。 

 

 

 

 

２ 地域公共交通の将来像 

本市では限られた交通資源の中で、都市マスタープランが目指す都市構造の実現に向け、

拠点及び地域公共交通ネットワークの考え方を以下のように設定します。 

 

 
▲地域公共交通の将来像 

基本方針 6 

「多様な交通モードを連携し未来につなぐ」 
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●拠点・地域公共交通ネットワークの考え方 

 

▼地域公共交通の役割 

位置

づけ 
交通モード 役割 系統等 

確保・維持策の 

方向性 

広 域 

幹 線  

鉄道、 

路線バス 

宇城市と

周辺市町

を結ぶ広

域的な移

動を担う 

鉄道 

交通事業者と協議の

上、一定以上の水準

を確保する 

路線バス 

(松橋駅～砥用中央、 

宇土本町２丁目～砥用中央) 

地域公共交通確保維

持事業（幹線補助）

を活用し、交通事業

者と協議の上、一定

以上の水準を確保す

る 

路線バス 

（松橋産交～八代産交、 

宇土駅前～松橋産交、 

三角産交（三角防災拠点セン

ター）～さんぱーる、 

松橋産交～八代市役所前、 

松橋産交（松橋駅）～ 

熊本市方面（桜町 BT 等）） 

交通事業者と協議の

上、一定以上の水準

を確保し、持続可能

な運行を目指す 

地 域 

幹 線 

  

路線バス、

乗合タクシー、 

タクシー 

各地域と

拠点を結

ぶ役割を

担う 

路線バス 

（松橋産交～三角産交、 

桜町 BT～段鶴） 

乗合タクシー 

タクシー 

利用促進等により一

定以上の需要を確保

するとともに、効率

的な運行を目指す 支 線  
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▼拠点の考え方 

拠点

分類 
地域 ゾーン 

  

位置づけ 交通 

結節 
生活 

都 市 

拠 点  

松橋駅・宇

城市役所を

含む周辺の

地域 

松橋駅周辺 〇  

広域幹線と地域間幹線の鉄道・バス路

線を結節し、市内外の地域公共交通の

ハブとしての役割を担う拠点。 

宇城市役所

周辺 
 〇 

市役所を含む行政施設や商業・医療施

設等が立地し、市民の生活の中心とな

る拠点。 

地 域 

拠 点 

小川駅・イ

オンモール

宇城を含む

周辺の地域 

小川駅周辺 〇  広域幹線の鉄道・バス路線、もしくは

コミュニティバスを結節する拠点。 

イオンモー

ル宇城周辺 
 〇 

市内外から来訪者が多く、商業を中心

に生活の中心となる拠点。 

三角駅含む

周辺の地域 
- 〇 〇 

広域幹線と地域間幹線の鉄道・バス路

線を結節し、宇城市内、もしくは上天

草方面の結節を担う拠点。また三角地

域の生活の中心としての役割を担う。 

豊野支所を

含む周辺の

地域 

-  〇 
豊野地域の生活の中心としての役割

を担う。 
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３ 基本方針 

地域公共交通の将来像の実現に向け、5 つの基本方針を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⑤交通空白地への対応 

②市財政負担の抑制 

④駅周辺の活性化 

③地域公共交通の 

利用者減少への対応 

① 地域公共交通の 

維持・確保 

課題 

基本方針１ 

地域公共交通のサービス水準の見直し 
需要や利用実態に基づいた適切なサー
ビス水準に見直し、市財政負担の抑制を
図ります。 

基本方針３ 

交通結節機能の強化 
松橋駅を交通結節点として整備を進め、
また小川駅、三角駅においても結節機
能の強化を図ります。 

基本方針５ 

地域公共交通と他分野の連携 
教育・医療・商業・観光等の他分野と連
携し、限られた交通資源で効率的な運行
を目指します。 

基本方針４ 

地域公共交通の利用促進・意識の醸成 
地域公共交通の利用機会を創出する
等、利用促進を図り、意識の醸成を図り
ます。 

基本方針２ 

持続可能な地域公共交通ネットワーク

の構築 
持続可能な地域公共交通ネットワークを
構築、さらには交通空白地への対応を
検討します。 
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２ 数値指標及び目標値 

本計画の目標の達成状況を評価するために、数値指標と目標値を以下の通り設定します。 

 

基本方針 数値指標 現状値（R6 年） 目標値 

①地域公共交

通のサービス

水準の見直し 

路線バスに関する

財政負担額 
128,785 千円/年 100,000 千円/年 

乗合タクシーの 

収支率※ 
22.3% 22.0% 

②持続可能な

地域公共交通

ネットワーク

の構築 

路線バスの 

利用者数 
約 672 千人/年 672 千人/年 

乗合タクシーの 

利用者数※ 
3,658 人/年 4,500 人/年 

③交通結節機

能の強化 

乗り換え拠点の 

利用者数※ 

松橋駅：1,633 人/日 

小川駅：1,083 人/日 

三角駅：314 人/日 

松橋駅：1,700 人/日 

小川駅：1,000 人/日 

三角駅：300 人/日 

④地域公共交

通の利用促進・

意識の醸成 

地域公共交通の 

利用率 
13.5% 18.0% 

乗合タクシーの 

新規利用者数※ 
76 人/年 80 人/年 

地域公共交通の 

利用促進策の 

実施回数 

2 回 2 回 

⑤地域公共交

通と他分野の

連携 

他分野と連携・協

働による取り組み 
0 件 2 件 

※乗合タクシーの収支率、乗合タクシーの利用者数、乗り換え拠点の利用者数、乗合タクシー

の新規利用者数は前年度実績で評価  
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数値指標 評価方法 目標達成のために必要なこと 

路線バスに関

する財政負担

額 

路線バスに対する欠損補助額 市資料 

運転手確保に向けた給与水準の向上

や燃料費の高騰等、今後も運行経費

は増加することが想定される中で、

路線再編に伴う実車走行キロを削減

することで、補助金額の削減を目指

します。 

乗合タクシー

の収支率※ 
運賃収入/経費×100 市資料 

乗合タクシーの利用者数増加を目標

とする中で、乗合率を向上させるこ

とで、収支率の維持を目指します。 

路線バスの 

利用者数 
路線バスの年間利用者数 

交 通 事

業 者 資

料 

人口減少が見込まれる中で、路線バ

スの利用者数の現状維持を目指しま

す。 

乗合タクシー

の利用者数※ 
乗合タクシーの年間利用者数 市資料 

現在運行している 4地区での利用促

進を図るとともに、交通空白地にお

いて新規導入も目指すことで、利用

人数の向上を目指します。 

乗り換え拠点

の利用者数※ 
駅別乗車人員 

九 州 旅

客 鉄 道

株 式 会

社 HP 

人口減少が見込まれる中で、駅別乗

車人員の現状維持を目指します。 

地域公共交通

の利用率 

（居住地が宇城市内かつ、日

常生活で月に数日以上公共交

通を利用している人数）/（居

住地が宇城市内の人数）×

100 

市 民 ア

ン ケ ー

ト調査 

地区別の回答で、最も割合が高い不

知火町の割合（18.4%）を目標とし、

利用率向上を目指します。 

乗合タクシーの

新規利用者数 

利用者名簿から１年間に追加

された人数 
市資料 

高齢人口が減少することが想定され

る中で、現状と同程度の新規利用者

の獲得を目指します。 

地域公共交通

の利用促進策

の実施回数 

地域公共交通の利用促進に関

わる施策を実施した回数 
市資料 

実施している利用促進策を引き続き

実施することとし、現状維持を目指

します。 

他 分 野 と 連

携・協働によ

る取り組み 

商業・観光・医療分野等との連

携・協働による取り組み 
市資料 

新たに2 件の取り組みを実施するこ

とを目指します。 
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▼目標達成に向けた施策・事業一覧 

基本方針 施策・事業 

基本方針１ 

地域公共交通

のサービス水

準の見直し 

[1-1] 
路線バスのサービス水準

の見直し 
運行ダイヤの見直し 

[1-2] 
乗合タクシーのサービス

水準の見直し 

運行ダイヤの見直し 

停留所の見直し 

基本方針２ 

持続可能な地

域公共交通ネ

ッ ト ワ ー ク の

構築 

 

[2-1] 路線バスの路線の見直し 路線の見直し 

[2-2] 
乗合タクシー運行エリア

の検討 

交通空白地への乗合タクシー導入検討 

乗合タクシーの利用促進 

[2-3] 
運転手確保に向けた支援

の実施 
運転手確保に向けた広報支援 

[2-４] 自動運転バスの導入促進 本格運行に向けた実証実験の継続的な実施 

[2-５] 
新たな移動サービスの検

討 
新たな移動サービスの導入可能性を検討 

基本方針３ 

交通結節機能

の強化 

[3-1] 
松橋駅の交通結節拠点と

しての整備 

松橋駅周辺を交通結節拠点として整備 

鉄道、路線バス、乗合タクシーの接続強化

（[1-1][1-2]関連) 

[3-2] 
小川駅・三角駅の結節 

機能の強化 

鉄道、路線バス、コミュニティバス、乗合タク

シーの接続強化（[1-1][1-2]関連) 

小川駅のパークアンドライドの推進 

基本方針４ 

地域公共交通

の 利 用 促 進 ・

意識の醸成 

[４-1] 利用機会の創出 
地域公共交通の利用促進策の実施 

周辺自治体と連携した取り組みの実施 

[４-2] 
免許返納者への利用促進

策の見直し 
免許返納者への支援内容の見直し 

[４-３] 
地域公共交通に関する 

情報の発信 

市の広報紙での情報発信の継続 

SNS を活用した情報の提供 

地域公共交通 MAP の作成 

基本方針５ 

地域公共交通

と他分野の連

携 

[５-1] 
地域の交通資源との 

連携検討 

スクールバスとの連携可能性の検討 

医療・宿泊・商業施設との連携可能性の検討 

[５-2] 観光分野との連携強化 

観光と連携した地域公共交通活用検討 

三角駅から三角西港までの移動サービスの

検討 

  

目標達成に向けた施策・事業 7 
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基本方針１ 地域公共交通のサービス水準の見直し 

 

[1-1]路線バスのサービス水準の見直し 
実施主体 市、交通事業者 

対象地域 市全域、周辺自治体 

運行ダイヤの見直し 

○路線バス利用者の移動実態やニーズを把握し、ニーズに応じた運行ダイヤに見直します。 

○各交通モード間の円滑な乗り継ぎを実現するため、各交通モードの接続強化を図ります。 

○運転手が不足している状況も踏まえた、適切なサービス水準での運行を目指します。 

 

[1-2]乗合タクシーのサービス水準の見直し 
実施主体 市、交通事業者 

対象地域 市全域 

運行ダイヤの見直し 

○利用ニーズに応じた運行本数・時間帯に見直します。 

○各交通モード間の円滑な乗り継ぎを実現するため、各交通モードの接続強化を図ります。 

○運転手が不足している状況も踏まえた、適切なサービス水準での運行を目指します。 

○利用者・交通事業者双方のニーズを踏まえ、予約受付時間帯についても検討します。 

停留所の見直し 

○一般タクシーとの差別化を図りつつ、乗合タクシーの利用者のニーズに応じて停留所を見

直します。 
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基本方針２ 持続可能な地域公共交通ネットワークの構築 

 

[2-1]路線バスの路線の見直し 
実施主体 市、交通事業者 

対象地域 市全域、周辺自治体 

路線の見直し 

○利用人数が少ない路線を見直します。 

路線の見直しに当たっては、下記に設定する存廃基準に示す条件のいずれかを下回った

場合に、見直しの検討を実施します。 

 

■路線バスの存廃基準 

・平均乗車密度が 1.0 人未満 

・1 日当たりの輸送量 5.0 人未満 

運行ルート 平均乗
車密度
（R6） 

1 日あ
たり輸
送量 

（R6） 
起点 経由地１ 経由地２ 終点 

松橋駅前 山崎橋 堅志田（旧道） 砥用中央 1.2 10.9 

宇土本町２丁目 山崎橋 堅志田（旧道） 砥用中央 2.1 2.1 

松橋産交 宮原 八代駅前 八代産交 1.4 14.2 

松橋産交 大口 三角病院 三角産交 0.6 4.0 

宇土駅前 西城の浦 松橋駅 松橋産交 1.2 0.6 

宇土駅前 西城の浦  松橋産交 2.7 4.0 

三角産交 東港 赤瀬（三角） 宇土駅前 0.7 4.0 

三角産交 三角港入口 さんぱーる さんぱーる 0.7 2.7 

さんぱーる 大矢野庁舎前 三角産交 三角防災拠点センター 1.0 8.0 

さんぱーる 大矢野庁舎前 三角西港前 三角産交 1.1 2.2 

松橋産交 鏡四つ角 大村 八代市役所前 0.8 6.5 

松橋産交 宇土駅前 川尻市道 県会議事堂前 8.5 27.2 

水道町 川尻市道 宇土駅前 松橋産交 6.3 59.2 

桜町バスターミナル 川尻市道 宇土駅前 松橋産交 2.7 6.4 

北窪 川尻市道 宇土駅前 松橋産交 7.2 18.7 

桜町バスターミナル 元三町 宇土駅東口 松橋産交 5.4 25.3 

桜町バスターミナル 田迎 城南 松橋駅 5.5 24.7 

桜町バスターミナル 田迎・イオン 城南 段鶴 5.7 3.4 

桜町バスターミナル 田迎・イオン 城南 下安見 6.6 3.3 
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[2-2]乗合タクシー運行エリアの検討 
実施主体 市、交通事業者 

対象地域 市全域 

交通空白地への乗合タクシー導入検討 

○交通空白地に対して、乗合タクシー等の導入を検討します。 

○各地区にヒアリング調査を実施し、地区のニーズを把握し、ニーズに応じて導入します。 

○既存の導入地区においては、必要に応じて運行エリアの拡大を検討します。 

 

▲交通空白地の分布（再掲） 

 

乗合タクシーの利用促進 

○乗合タクシーの利用者増加に向けた、利用促進を図ります。 

具体的には、利用者の掘り起こし等、広く情報を発信することで利用促進を図ります。 

 

[2-3] 運転手確保に向けた支援の実施 
実施主体 市 

対象地域 市全域 

運転手確保に向けた広報支援 

○運転手確保の支援のため、広報支援などを実施します。 

持続可能な地域公共交通の構築には、運転手の確保が重要です。市ホームページや市広報

資料等で運転手募集情報を掲載し、運転手確保への支援を行います。 
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[2-４]自動運転バスの導入促進 
実施主体 市、交通事業者、関係事業者 

対象地域 小川町 

本格運行に向けた実証実験の継続的な実施 

○自動運転バスの本格運行に向けて実験を継続的に実施します。 

令和 6 年 12 月 18～24 日の期間に、自動運転バスの実証実験を実施しました。 

7 日間の実証実験では、延べ 343 人が乗車し、アンケート調査では、「危険を感じなかっ

た」といった好意的な意見があった一方で、技術の信頼性（安全性）、高コスト等の課題も

確認されました。 

課題を解決に向けて、実証実験を繰り返し実施し、将来的なレベル 4 での運行を目指しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲実証実験の様子 

【アンケート調査結果】 

  
▲安全性の評価 ▲自動運転サービスに対する支持 

（宇城市民の回答を抽出） 
 

 

[2-５]新たな移動サービスの検討 
実施主体 市、交通事業者 

対象地域 市全域 

新たな移動サービスの導入可能性を検討 

○日本版ライドシェアまたは公共ライドシェア等の新たな移動サービスの導入可能性を検討

します。 

新たな移動サービスの導入可能性の検討に当たっては、以下の観点から検討を行います。 

  ・地域のニーズに合致しているか 

  ・既存のサービスと役割が重複していないか 

  ・人材やコストの面から持続可能なサービスであるのか 
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基本方針３ 交通結節機能の強化 

 

[3-1] 松橋駅の交通結節拠点としての整備 
実施主体 市、交通事業者 

対象地域 松橋駅周辺 

松橋駅周辺を交通結節拠点として整備 

○松橋産交の結節機能の松橋駅への移転に伴い、松橋駅周辺を交通結節拠点として整備し

ます。 

○バス車両の待機スペースの確保、周辺道路の安全強化等を推進します。 

 

 

▲松橋駅 

鉄道、路線バス、乗合タクシーの接続強化（[1-1][1-2]関連) 

○各交通モードの接続を強化することで、乗り継ぎの利便性向上を図ります。 

 

 

 

 

[3-2]小川駅・三角駅の結節機能の強化 
実施主体 市、交通事業者 

対象地域 小川駅周辺、三角駅周辺 

鉄道、路線バス、コミュニティバス、乗合タクシーの接続強化（[1-1][1-2]関連) 

○各交通モードの接続を強化することで、乗り継ぎの利便性向上を図ります。 

 

  

▲小川駅 ▲三角駅 
 

小川駅のパークアンドライドの推進 

○小川駅周辺で、パークアンドライドの駐車場を整備し、公共交通の利用促進を図ります。 

○パークアンドライド駐車場と公共交通の定期券、両方を利用することによるインセンティブ

の付与等、利用促進策も検討します。 
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基本方針４ 地域公共交通の利用促進・意識の醸成 

 

[４-1]利用機会の創出 
実施主体 市、交通事業者、周辺自治体 

対象地域 市全域 

地域公共交通の利用促進策の実施 

○地域公共交通に関する利用促進策を実施し、地域公共交通の利用機会の創出を図ります。 

・児童や高齢者を対象としたバスの乗り方教室 

・高齢者を対象とした乗合タクシーの利用促進策 等 

 

  

▲バスの乗車体験会（R4） ▲バスの乗車体験会（R5） 

 

 

周辺自治体と連携した取り組みの実施 

○周辺自治体と連携した取り組みを実施し、市外への広域な移動においても地域公共交通

の利用を促進します。 

 
 

▲バス・電車無料の日のチラシ ▲半額パスのチラシ 
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[４-2] 免許返納者への利用促進策の見直し 
実施主体 市 

対象地域 市全域 

免許返納者への支援内容の見直し 

○免許返納者のニーズを把握し、支援内容を見直します。 

現在、運転免許返納者に対して、「くまモンの IC カード」(1,500 円分使用可能)を進呈し

ていますが、「くまモンの IC カード」の利用状況は把握できていない状況です。 

そのため、運転免許返納者のニーズを把握し、適切な施策へ見直しを図ります。 

参考：周辺自治体の運転免許返納者への支援 

熊本市 

熊本市内を運行する AI デマンドタクシー（チョイソコくまもと西南・チョイ

ソコくまもと植木）について、料金を１００円/日に割引 

※６５歳以上の免許返納者 

※料金支払いの際に「運転経歴証明書」、「申請による運転免許の取消通知

書」、「免許返納者割引乗車証」のいずれかを提示 

八代市 八代市内で運行している「乗合タクシー」の運賃半額割引 

宇土市 

『電動アシスト付自転車の購入費の一部助成』  

６５歳以上の人で、次の全てに該当する人に費用の一部を助成します。 

①市税等の滞納がない人。  

②この事業の助成を受けていない世帯の人。 

③宇土市内の販売店で購入した人。 

④年に３回開催する自転車安全利用講習会を受講する人。 

●助成件数 ： １回の講習で１０件程度 (先着順) 

●助 成 額 ： 購入費の３分の１ (上限２万円) 

※免許返納日から申請日まで１年を経過していない人は上限４万円。 

『コミュニティーバス(行長しゃん号)の割引』 

６５歳以上の人で運転免許証を自主返納された方が、「免許返納割引乗車

証」を発行された場合、運賃が半額(１５０円→８０円)になります。 

※ 有効期限は発行日を含め２年間です。 

上天草市 

『上天草市高齢者運転免許証自主返納支援事業』  

上天草市の住民基本台帳に記載されている満６５歳以上の方で、免許を自

主返納し、免許取消しの日から起算して６か月以内の方に対し、次のいずれ

か 1 点を一人につき 1 回限り交付。 

（１）くまもん IC カード 2,０００円分（保証料５００円を含む。）  

（２）乗合タクシー利用券 2,０００円分（１００円券×２０枚） 

美里町 

『運転免許証自主返納者対策事業』  

平成２９年 4 月 1 日以降に運転免許証を自主返納した方 美里バスで利

用可能な専用回数券を交付２００円１０枚綴りを 1 冊とし、免許証自主返納

者 1 人に対し、5 冊（1 万円相当）を 1 回限り交付 

氷川町 

『氷川町高齢者等福祉タクシー料金助成事業』  

氷川町に居住の方で、町税の滞納がなく、運転免許を持たない７５歳以上 

のみで構成され、前年度の市町村民税が、非課税世帯の方。 助成額は、年 

12,０００円(５００円券２４枚）  

※免許返納者限定ではありません。 

▲周辺自治体の運転免許証自主返納者への特典 

出典：熊本県 HP「市町村による特典」令和 6 年 12 月 3 日現在より作成 
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[４-３] 地域公共交通に関する情報の発信 
実施主体 市、交通事業者 

対象地域 市全域 

市の広報紙での情報発信の継続 

○地域公共交通に関する情報を広報紙で発信します。 

令和 5 年 10 月号の広報「ウキカラ」から、「使ってみよう公共交通」を隔月連載しており、

現在第 10 回となっています。 

地域公共交通の情報を引き続き発信するために、継続して連載を実施します。 

 

▲使ってみよう公共交通（第 9 回） 

出典：広報「ウキカラ」（令和 6 年 12 月号） 

SNS を活用した情報の提供 

○市の公式 SNS を活用して、地域公共交通の情報を発信し、利用促進を図ります。 

地域公共交通 MAP の作成 

○松橋産交の機能移転に伴い、バス路線網が変わるため、新たに地域公共交通 MAP を作成

します。MAP には、鉄道、路線バスのみでなく、乗合タクシーの情報も記載します。 
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基本方針５ 地域公共交通と他分野の連携 

 

[５-1]地域の交通資源との連携検討 
実施主体 市、交通事業者、関係事業者 

対象地域 市全域 

スクールバスとの連携可能性の検討 

○スクールバスとの連携可能性を検討します。 

現在、市内では児童・生徒専用のスクールバスを運行していますが、限られた交通資源を効率的

に活用するために、地域の特性に合致した方法でスクールバスとの連携可能性を検討します。 

 

愛媛県大洲市の事例 【スクールバスと路線バスとの連携】 

 
群馬県下仁田町の事例 【コミュニティバスとの車両の共通使用】 

 

▲他都市の活用事例 

出典：地域の関係者による連携・協働にカタログ（国土交通省） 
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医療・宿泊・商業施設との連携可能性の検討 

○医療、宿泊、商業施設との連携可能性を検討します。 

医療施設や介護施設、宿泊施設等が独自で送迎サービスを実施している状況にあります。 

分野横断的に連携することで効率的な移動サービスの提供が期待されるため、連携可能性を検

討します。 

また、商業分野においては、地域公共交通での来訪者に対してインセンティブを付与する等、公

共交通の利用を促す施策を検討します。 

 

千葉県我孫子市の事例 【病院・自動車教習所の送迎への混乗】 

 

▲医療施設・自動車教習所との連携事例 

出典：地域の関係者による連携・協働にカタログ（国土交通省） 

 

 

▲商業施設との連携事例 

出典：熊本バス株式会社 HP 
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[５-2]観光分野との連携強化 
実施主体 市、交通事業者、関係事業者 

対象地域 市全域 

観光と連携した地域公共交通活用検討 

○三角西港をはじめとした市内の観光資源と連携し、市外からの来訪者へも公共交通の利

用を促進します。 

 

▲路線バスを用いた観光企画券 

出典：＠KASSE JAPAN HP 

※路線バスの旅 

貸切バスでなく、高速バス・路線バスなどの乗車券と各施設利用券がセットになったお

得な旅 

三角駅から三角西港までの移動サービスの検討 

○三角駅から三角西港までの移動サービスを検討します。 

世界文化遺産に登録されている三角西港ですが、三角駅からの移動手段は主に路線バス

か一般タクシーのみとなっています。 

地域公共交通での来訪を促進するために、三角駅からの移動サービスを検討します。 

 
▲観光客をターゲットにした乗合タクシー 

出典：一般社団法人 倉吉観光 MICE 協会 HP 
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事業の実施スケジュール 

 

 

 

 

 

  

R7 R8 R9 R10 R11

2025 2026 2027 2028 2029

地域公共交通のサービス水準の見直し

[1-1]路線バスのサービス水準の見直し

[1-2]乗合タクシーのサービス水準の見直し

持続可能な地域公共交通ネットワークの構築

[2-1]路線バスの路線の見直し

[2-2]乗合タクシー運行エリアの検討

[2-3]運転手確保に向けた支援の実施

[2-4]自動運転バスの導入促進

[2-5]新たな移動サービスの検討

交通結節機能の強化

[3-1]松橋駅の交通結節拠点としての整備

[3-2]小川駅・三角駅の結節機能の強化

地域公共交通の利用促進・意識の醸成

[4-1]利用機会の創出

[4-2]免許返納者への利用促進策の見直し

[4-3]地域公共交通に関する情報の発信

地域公共交通と他分野の連携

[5-1]地域の交通資源との連携検討

[5-2]観光分野との連携強化

取組み

適宜実施

検討・調整

検討・適宜実施

調査・検討

検討・調整

適宜実施

適宜実施

適宜実施

適宜実施 本格運行

必要に応じて導入

実施

適宜実施

見直し

適宜実施

検討・調整

実施

実施

適宜実施
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1 計画の推進体制 

本計画は、「宇城市地域公共交通活性化協議会」が主体となり、計画の推進や施策・事業の

進捗状況の確認を行います。 

計画の推進のためには、行政、交通事業者、地域の 3 者が協働し、各主体が現状の課題を

認識・共有することが重要です。 

さらに、庁内の関係部署や周辺自治体とも連携し、分野横断的に取り組むことで、地域全

体で持続可能な公共交通の実現を目指します。 

 
 
 

 

 

 

 

  

計画の達成状況の評価 8 

宇城市地域公共交通活性化協議会 
[構成メンバー] 

 地域、行政（宇城市、道路管理者、交通管理者）、交通事業者、学識経験者、国・県、 

その他関係者 

[役割] 

・地域の現状及び課題の把握 

・目標達成に向けた施策・事業の実施 

・PDCA サイクルによる事業進捗の管理・評価 

 

 

 

 

・地域公共交通を積極的に利用 

・地域公共交通に関する取組に主体的に関与・協力 

・地域公共交通に関する施策・事業を推進 
・地域や交通事業者との協力連携 
・地域公共交通サービスの提供の支援 
（運行経費補助） 

・宇城市地域公共交通活性化協議会の運営 

・サービスの維持向上、情報提供等を遂行 

・安全性を確保した運行管理 

庁内関係部署 
 都市整備課、教育総務課、高齢介護課、
社会福祉課、商工観光課など 

周辺自治体 
熊本市、宇土市、上天草市など 

連携 連携 

地域

交通事業者
行政

宇城市、道路管理者、

交通管理者
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２ PDCA サイクルによる評価・検証 

本計画は、施策・事業の実施状況及びその効果、改善の方向性等を把握することを目的に、

PDCA サイクルに基づき、毎年度、進捗状況のモニタリングを実施します。 

また、社会情勢や行政の財政負担状況等の取り巻く環境の変化に応じて、適宜見直し・改

善を実施します。 

なお、地域公共交通の利用実態や利用者ニーズは定期的に調査・把握を行い、目標達成に

向けて取り組みます。 

 
基本方針 数値指標 評価方法 評価時期 

①地域公共交通

のサービス水準

の見直し 

路線バスに関する 

財政負担額 
路線バスに対する欠損補助額 毎年 

乗合タクシーの 

収支率※ 
運行料金/利用料金×100 毎年 

②持続可能な地

域公共交通ネッ

トワークの構築 

路線バスの 

利用者数 
路線バスの年間利用者数 毎年 

乗合タクシーの 

利用者数※ 
乗合タクシーの年間利用者数 毎年 

③交通結節機能

の強化 

乗り換え拠点の 

利用者数※ 
駅別乗車人員 毎年 

④地域公共交通

の利用促進・意識

の醸成 

地域公共交通の 

利用率 

市民アンケート調査において、 

（居住地が宇城市内かつ、日常生

活で月に数日以上公共交通を利用

している人数）/（居住地が宇城市

内の人数）×100 

最終年 

乗合タクシーの 

新規利用者数※ 

利用者名簿から１年間に 

追加された人数 
毎年 

地域公共交通の 

利用促進策の実施回数 

地域公共交通の利用促進策の 

実施回数 
毎年 

⑤地域公共交通

と他分野の連携 

他分野と連携・協

働による取り組み 

商業・観光・医療分野等との 

連携・協働による取り組み 
最終年 

※乗合タクシーの収支率、乗合タクシーの利用者数、乗り換え拠点の利用者数、乗合タクシ

ーの新規利用者数は前年度実績で評価 

Plan

DoCheck

Action
計画の立案 
（改善・見直し計画の立案） 

計画に従い事業・ 
施策の実施 

達成状況の評価 

達成状況の評価を踏まえ、 
改善・見直し 

PDCA 
サイクル 
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1 宇城市地域公共交通活性化協議会委員名簿（R7.3 月現在） 

 

所属等 委員職名 
委員氏名 

（敬称略） 
種別 

宇城市 市長政策部長 元田 智士 自治体 

熊本高等専門学校 建築社会デザイン工学科 准教授 橋本 淳也 学識経験者 

九州旅客鉄道（株）熊本支社 副支社長 船越 稔幸 交通事業者 

九州産交バス（株） 営業本部営業部長 岩永 謙二 交通事業者 

産交バス（株） 天草営業所長 柴尾 善輝 交通事業者 

熊本バス（株） 自動車部長 藤川 哲郎 交通事業者 

一般社団法人 熊本県バス協会 専務理事 佐々木 庸敏 交通事業者 

一般社団法人 熊本県タクシー協会 専務理事 吉田 光義 交通事業者 

（有）小川タクシー（市内タクシー事業者代表） 代表取締役 上村 富秋 交通事業者 

三角地区代表行政区長  池田 和喜 住民代表 

不知火地区代表行政区長  松尾 恵介 住民代表 

松橋地区代表行政区長  田中 誠喜 住民代表 

小川地区代表行政区長  蓑田 康一 住民代表 

豊野地区代表行政区長  松田 立秋 住民代表 

九州運輸局熊本運輸支局 
首席運輸企画専門官 

（輸送監査担当） 
平野 光祐 運輸支局 

九州運輸局熊本運輸支局 
首席運輸企画専門官 

（企画調整担当） 
白石 勇人 運輸支局 

全九州産業交通労働組合 副執行委員長 貢 博之 運転者代表 

宇城警察署 交通第一課長 大村 幸治 警察署 

熊本河川国道事務所 計画課長 横山 朋弘 道路管理者 

熊本県県央広域本部宇城地域振興局土木部 維持管理調整課長 小森 正棋 道路管理者 

宇城市 土木部長 平木 恵一 道路管理者 

宇城市 福祉部長 岩井 智 自治体 

宇城市 教育部長 舛井 貴男 自治体 

熊本県企画振興部 

交通政策・統計局 交通政策課 
審議員 高松 江三子 アドバイザー 

上天草市 企画政策部 企画政策課長 岡元 宏洋 アドバイザー 

宇土市 企画財政部 企画課長 三浦 仁美 アドバイザー 

巻末資料 



 

 
83 

２ 用語解説 

 

EV バス 

電気のエネルギーで走るバスであり、CO₂排出量削減効果や低騒音・低振動等

のメリットがある。 

AI 技術 

人間の言葉の理解や認識、推論などの知的行動をコンピュータに行わせる技術

であり、自動運転にも活用されている。 

 

（令和 5 年度）熊本都市圏パーソントリップ調査 

パーソントリップ調査は、「どのような人が」「どのような目的で」「どこからど

こへ」「どのような交通手段で」移動したかなどを調べるものであり、その内こ

の調査は、熊本都市圏総合交通計画協議会が、令和 5 年度に熊本都市圏の 5 市

6 町 1 村を対象として実施した調査 

公共ライドシェア 

⇒「ライドシェア」へ 

交通空白地 

駅やバス停が一定の距離の範囲内にない地域のことを指し、本計画では駅 800m

圏外、バス停 300m 圏外、デマンド型乗合タクシーの運行エリア圏外の地域と

定義 

交通系 IC カード（くまモンの IC カード） 

あらかじめカードに現金をチャージしておき、カードを改札にかざすことで自

動的にお金が引き落とされ、電車やバスなどの交通機関に乗ることができるカ

ード。その内、くまモンの IC カードは、県内のバス、熊本市電、商業加盟店等

で活用できるカード 

交通結節点 

複数の交通手段を相互に連絡する乗り換え・乗り継ぎできる地点 

（鉄道駅、バスターミナルなど） 

コミュニティバス 

一般的には、既存の路線以外のバスを必要としている地域に走らせるバスのこ

とを指すことが多い。 

本計画では、小川駅とイオンモール宇城の間で運行されている無料のバスを指

す。 

コンパクト・プラス・ネットワーク 

生活サービス機能と居住を集約・誘導し、それらを公共交通ネットワークで効

果的に結ぶことで、コンパクトなまちづくりを目指す方針 

か 

あ 
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自動運転 

ドライバーによる操作や操縦を必要とせずに自動的に車が走行・停止などを行

うこと。 

レベル 1～5 の段階があり、令和 6 年 12 月に宇城市で実施した実証実験はレ

ベル 2 であり、レベル 4 の運行を目指している。 

レベル 2：アクセル・ブレーキ操作およびハンドル操作の両方が、部分的に

自動化された状態 

レベル 4：特定の走行環境条件を満たす限定された領域において、自動運行

装置が運転操作の全部を代替する状態 

 

都市計画マスタープラン 

人口、人や物の動き、土地の利用のしかた、公共施設の整備などについて将来

の見通しや目標を明らかにし、将来のまちをどのようにしていきたいかを具体

的に定めるもの。 

 

日本版ライドシェア 

⇒「ライドシェア」へ 

（デマンド型）乗合タクシー 

路線バスとタクシーの中間的な位置にある交通機関 

同じ方面へ向かう不特定多数の乗客が相乗りで利用でき、バスの様に低価格

で、タクシーの様に利便性が高い。 

宇城市では、三角地域、長崎、小野部田、海東の 4 地区で導入している。 

 

平均乗車密度 

起点から終点まで平均して何人乗車しているかを示す数値 

パークアンドライド 

自宅から自家用車で最寄りの駅またはバス停まで行き、自動車を駐車させた

後、バスや鉄道などの公共交通機関を利用して目的地に向かうこと。 

 

モビリティ 

交通・物流など幅広い領域で用いられ、自動車を代表とする移動手段を指す。 

 

さ 

た 

な 

は 

ま 
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（1 日当たりの）輸送量 

ある路線が運んでいる旅客の量を表す単位 

平均乗車密度に運行回数をかけることで算出 

 

ライドシェア 

【公共ライドシェア】 

バス事業やタクシー事業によって輸送手段を確保することが困難な場合、市

町村や NPO 法人などが、自家用車を活用して提供する有償のサービス 

【日本版ライドシェア】 

タクシー会社の管理のもと、一般ドライバーが自家用車等を活用して乗客を

有償で運送するサービス 

立地適正化計画 

居住機能や医療・福祉・商業、公共交通等のさまざまな都市機能の誘導によ

り、都市全域を見渡し、持続可能な都市構造を目指す包括的なマスタープラン 

 

ら 

や 





 

宇城市地域公共交通計画 

令和 7 年 3 月 

宇城市 

宇城市地域公共交通活性化協議会 

〒869-0592  

熊本県宇城市松橋町大野 85 番地 

TEL：0964-32-1902 

https://www.city.uki.kumamoto.jp/ 
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